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□□□□□□  

事 務 事 業 の 概 要 
１ 概 況  

（１）学校の沿革 

明治35年 3月12日  静岡県田方郡立田方農林学校として設立認可 

明治35年 4月16日  開校式挙行 

大正 3年 4月16日  修業年限１ケ年「蚕業科」設置 

大正11年４月１日  静岡県立田方農学校と改称、修業年限３ケ年となり「蚕業科」を廃止 

昭和 5年11月26日  北伊豆地震（震源丹那 M 7.0) により本館その他倒壊 

昭和 6年10月 1日 震災復旧建築竣工 

昭和17年 2月26日 学級増加(６学級生徒定員 300人)  

昭和18年 3月 5日 「獣医畜産科」設置定員 150人、「農業科」定員 300人 計 450人 

昭和23年 4月 1日 学制改革により静岡県立田方農業高等学校となる。 

「農業科」６学級・「畜産科」３学級 

昭和23年 9月 1日 昼間定時制を置き第１学年40人募集（昭和25年募集停止)  

昭和29年 4月 1日 「農芸化学科」新設定員 150人 「農業科」150人 「畜産科」150人 計 450人 

昭和33年 4月 1日 「農村家庭科」30人募集 

昭和35年 4月 1日 「農村家庭科」認可定員 50人  

昭和37年 4月 1日 「農村家庭科」を［生活科」に改称 

昭和38年 4月 1日 「農業科」１学級40人、「生活科」１学級40人学級増、募集定員 280人 

昭和38年 7月28日 本館 3,548.78 ㎡竣工 

昭和41年 4月 1日 「農業科」２学級の内１学級を廃し、「園芸科」１学級を新設 

昭和41年 7月11日 体育館兼講堂 1,413.47 ㎡竣工 

昭和42年 3月31日 格技場 462.39 ㎡竣工 

昭和43年 6月30日 北校舎第一期工事 863.O0 ㎡竣工 

昭和44年 3月11日 北校舎第二期工事 1,476.78 ㎡竣工  

昭和45年 3月20日 北校舎第三期工事 1,501.95 ㎡竣工、西側渡り廊下 132.54 ㎡竣工 

昭和46年 3月10日 ３階視聴覚室・４階図書室・東側渡り廊下・その他 722.75 ㎡竣工 

昭和47年 8月20日 プ－ル及びプール付属棟 100.63 ㎡竣工 

昭和55年 4月 1日 南谷下山の演習林契約更新、30ヶ年地上権設定 

昭和57年 9月30日  本館東側、耐震補強工事竣工 

昭和59年11月19日  グラウンド整備工事完了 

昭和61年 1月31日 バイオ実験実習棟完成 

昭和63年10月31日 北館、耐震補強工事竣工 

平成 3年 4月 1日  「生活科」を「生活科学科」に改称（定員80人） 

平成 4年 4月 1日  「農芸化学科」を「食品科学科」に改称（定員40人） 「生活科学科」２

学級の内１学級を廃止､１学年募集定員 200人 

平成11年 3月19日 農業実習棟（園芸実習棟２階 665.00 ㎡）竣工 

平成12年 4月 1日 「農業科」を「生産科学科」、「園芸科」を「園芸デザイン科」、「畜産

科」を「動物科学科」に、「生活科学科」を「ライフデザイン科」に改称 

「食品科学科」と併せ５学科（定員200人） 

平成13年11月16日 創立100周年記念式典挙行 

平成15年 4月18日 農業実習棟耐震補強工事竣工 

平成17年 1月31日 体育館耐震補強工事竣工 

平成18年 2月28日 弓道場建築工事竣工 

平成19年 8月31日 本館西側、耐震補強工事竣工 

平成21年 3月17日 武道場、東西渡り廊下、畜産実習棟耐震補強工事竣工 

平成21年 3月27日 生産・ライフ実習棟、酪農実習室、牛乳処理室改築工事竣工 

平成21年 4月 1日 本校敷地内に沼津特別支援学校伊豆田方分校設置 

平成22年 8月12日 卓球場改築工事竣工 
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・文書 ・生徒 ・人事服務 ・給与

・収入 ・支出 ・農業会計

・物品 ・施設、財産管理 ・産振設備

・校舎等施設設備の管理環境整備

学
校
運
営
協
議
会

総　務　課

教　務　課

生徒指導課

進路指導課

スクールメディア課

教
　
頭

・職員研修
・人権教育
・道徳教育

・図書館管理
・朝読書
・芸術鑑賞
・図書館活動

・視聴覚
・情報管理
・情報機器整備
・広報活動

・保健
・感染予防
・環境教育

・献血
・薬学講座
・環境整備

庶　　　務

・教育相談
・特別支援教育
・いじめ防止対策

・式典、行事
・渉外（PTA等）
・在学奨学生
・購買

・防災教育
・施設設備
・学校要覧、案内
・学校広報
・中学生一日体験入学

・生徒指導
・部活動
・委員会活動

・交通安全指導
・生徒会活動
・校外補導

・進路指導
・就職指導
・進路情報管理

・進学指導
・進学奨学生

・教育課程
・学習指導
・調査、記録

・行事予定、日課
・教科書、教材
・生涯学習

・企画、運営
・各種発表指導
・鑑定競技等の指導

　動物科学科

　食品科学科

学校農業クラブ

　生産科学科

教
務
部

事
務
長

事
務
部

保　健　課

研　修　課

教育相談室

農
場
部

　ライフデザイン科

会　　　計

管　　　財

（２）組織図

・企画、運営
・教科指導
・進路指導
・施設設備管理

・学校農業クラブ専門部
・資格取得
・学校開放講座

校
　
長

副
校
長

運
営
委
員
会

職
員
会
議

各
種
委
員
会

　園芸デザイン科
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２ 目指す学校像  

(1) スクール・ポリシー  

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
～卒業までにこのような力を身に

付けます～ 
〇「誠実」自己と他者の多様性を

尊重し、互いを大切にする。 
〇「勤勉」自分に向き合い、深く

考え、実行するために、生涯に

わたって学び続ける。 
〇「自治」自分の能力や個性を生

かして、地域や社会に貢献でき

る。 
 

～このような学びを行います～ 

〇生命を育て食に向き合う事で、

自分に向き合い、自信を持ち、

未来に向かって成長する。 

〇農業を学び、農業で学ぶことに

よって、自他の体と心と社会の

ウエル・ビーイング（Well-

being） について考え行動す

る。 

〇社会人として地域や社会に貢献

するため、生き方、暮らし方、

働き方を考える。 

～このような生徒を求めます～ 

〇農業及び５教科の学習内容に興

味と関心を持ち、将来に向かっ

て自分の意志で考え、学び、行

動できる生徒。 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア （生徒が）農業高校で学ぶ知識と技術をしっかりと体験し身に着ける。（基礎学力の定着。

実験・実習を大切にする。） 

イ （生徒が）自ら考えて、自他のために行動する力を身に付ける。 

ウ （生徒が）将来の生き方・暮らし方・働き方を考える。（キャリア教育と進路指導の充実） 

エ （生徒が）学校農業クラブ・生徒会・部活動によって自治を学ぶ。 

オ （生徒が）伊豆田方分校等との「共生・共育」によって社会の多様性について学ぶ。 

カ  全ての生徒・教職員が安全で安心して学ぶことのできる場をみんなでつくる。 

キ （生徒、教職員が）持続可能な社会をつくるために、保護者や地域社会と連携する。 

ク （教職員が）新しい時代の価値観に沿った働き方、専門職性を修得する。 

 

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等 

(1) 令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

農業高校で学
ぶ知識と技術
をしっかりと
体験し身に着
ける。 
（基礎学力の
定着。実験・
実習を大切に
する。「個別
最適な学び」
と「協働的な
学び」の一体
的な学び」の
一 体 的 な 充
実） 

〇常に授業
を 大 切 に
し、準備を
して臨むこ
とができた
生徒90％以
上 

生徒 94％ 

Ｂ 

・時間を守る、授業の事前準備な
どの基本事項に関してはほとんど
の生徒ができている。意味調べな
どで定期的にクロームブックを活
用した。 
・基礎学力の定着を図るために各
科目で小テストなどを行っている
が、生徒の取り組み状況により差
ができてしまっている。追試やや
り直しをさせることで確実に知識
を定着させたい。場合によっては
個別対応が必要。また、クローム
ブックの活用方法が「調べもの」
に偏っている(国語科) 
・グーグルクラスルームやＣ－ラ
ーニングで、積極的にＩＣＴを活
用した授業を展開することができ
た(地歴・公民科) 
・多くの生徒が、準備をした上で授
業に臨み、前向きに取り組むことが
できた。課題の提出率は、ほぼ
100％である。 
・一方で、一部の生徒が授業につい

〇基礎学力
が定着した
生徒・保護
者80％以上 

生徒 86％ 
保護者 
  51％ 

〇毎日の学
習活動でＩ
ＣＴを活用
し た 生 徒
80％以上 

 
 

生徒 86％ 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ていけず、全員が適切な学びとはい
かなかった。そのような生徒に対し
て、放課後を利用するなどし、前向
きに取り組めるような学力を保持す
る手立てをしていきたい(数学科) 
・２年生の化学基礎においては、学
科やコースの実態に応じた指導を行
うことができたので、専門的分野で
化学を活用する生徒の学力が向上し
た。 
・３年生の科学と人間生活におい
ては、日常の身近な事象を取り上
げながら、農業科目との横のつな
がりを保ちながら授業を進めるこ
とができたので、生徒の自然科学
全般に対する興味関心が高まった
(理科) 
・毎回の授業での体操・補強を入
念 に 行い体 力 の維持 向 上に 務め
た。 
・生徒の体力の筋力の低下を感じ
る。 
・運動部に所属している生徒や運
動をする生徒とそうでない生徒の
体力差や筋力差がより顕著になっ
ているため、補強の内容や強度の
工夫が必要である。 
・保健においてはパワーポイント
やクロームブックを使った調べ学
習などを行った。また、定期テス
トも昨年度同様グーグルフォーム
を 使 ったテ ス トを実 施 した こと
で 、 教員の 負 担軽減 に も繋 がっ
た。次年度以降はよりタブレット
を有効活用し調べ学習やレポート
提出等にも活用し生徒が自ら学び
に向かうような授業を展開してい
く(体育課) 
・ＩＣＴは「授業に必要な場面」
と「個々の生徒の実態に応じて」
活用できている。 
・学校行事だけでなく、「日々の
学習の取り組み」や「高校生のた
めの学びの基礎診断の学年や教科
の結果」等の保護者への発信を強
化したい(英語科) 
・生徒は、おおむね良好な授業態
度であった。ＩＣＴを活用し、興
味関心が持てる授業の工夫ができ
た。 
・ 学 力の定 着 につい て は、 学科
(クラス)間の差が大きく、「個別
最適な学び」についてが、今後の
課題となる(家庭科) 
・授業や実習をとおして、先を考
えた行動や準備ができる生徒が増
えた。 
・農業科目におけるＩＣＴの活用
も授業に取り入れ、生徒が積極的
に活用した。 
・目標を持ち、技術の習得に取り
組んでいた生徒が多い。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

・準備をして授業に臨む生徒が多
く 、 基礎学 力 の定着 に つな がっ
た。 
・基礎学力の向上につながらない
ことがある。 
・授業を大切にし、自ら学びたい
と思う授業を展開していく工夫が
必要である。 
・各教科での単元テスト、観点別
テストを実施することで、生徒の
基礎学力の定着はある程度達成で
きている。しかし、家庭学習の習
慣が乏しい生徒が多いと感じる。 
・クロームブックは、調べ学習や
課題の取り組み等、多方面で活用
されている。教員側の活用がどの
程度なのか、実態調査も必要だと
感じる(教務課) 
・基礎学力が低い生徒が多く、技
術力を身に付けることができても
知識を身に付けることが厳しい。 
・クロームブックの活用をもう少
し増やしたい(スクールメディア
課) 
・多くの生徒が興味を持ち取組ん
でいる姿が見られた。 
・将来の進路を見据えたうえでの
日々の学習への取り組む姿勢を身
につけさせたい(進路課) 

イ 

自ら考えて、
自他のために
行動する力を
身に付ける。 

〇実験実習
等で挨拶や
感謝の言え
る生徒90％
以上 

生徒 98％ 

Ａ 

・実験実習において、授業開始や
終了における礼・挨拶を実行でき
た。また、生徒間のコミュニケー
ションを高める活動ができた。 
・実験実習で他者と積極的にコミ
ュニケーションをとるなかで、生
徒同士がそれぞれの考えや意見を
認め合い、協働的な学びが実現で
きた。 
・授業において、自発的・積極的
に取り組む様子がみられた。 
・授業開始時、生徒は着席できて
いる。ノートは板書を書くだけで
なく、自ら調べ学習を行うことが
できている。 
・調べ学習を始め、計画的に取り
組む姿が見られた。 
・家庭学習への取り組み状況には
課題が残った。家庭学習に自発的
に取り組む生徒の意識向上を検討
したい。 
・自主的に動くために、自信をつ
けられるように促したい(農業科) 
・協働的に学ぶ姿勢はあると思う
が、粘り強く取り組もうとする生
徒が少ないと感じる。 
・グループ活動等をとおして、他
者の考えを尊重し、積極的に意見
交換する場面が多々見られる。他
者のために考えて行動することな
ど実験実習を通してさらに身につ
けさせたい。 

〇自発的・
積極的に授
業や家庭学
習に取り組
む生徒80％
以上 

生徒 70％ 

〇自分の意
見や考えを
持ち、他者
の意見を認
め る 生 徒
90％以上 

 
 

生徒 95％ 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

〇朝読書を
有効に活用
できたとす
る生徒90％
以上 

 
 

生徒 89％ 

Ｂ 

・朝読書の指導方法や時間につい
て検討する(スクールメディア課) 
・協働的に学ぶ姿勢はあると思う
が、粘り強く取り組もうとする生
徒が少ないと感じる。 
・グループ活動等をとおして、他
者の考えを尊重し、積極的に意見
交換する場面が多々見られる。他
者のために考えて行動することな
ど実験実習をとおしてさらに身に
つけさせたい(教務課) 
・日々の清掃活動にしっかりと取
り組むことができた(保健課) 

〇整理整頓
を意識し清
掃が行える
生徒90％以
上 

 
 
 

生徒 91％ 

ウ 

将 来 の 生 き
方 ・ 暮 ら し
方・働き方を
考える。（キ
ャリア教育と
進路指導の充
実） 
 

〇進路意識
が高まった
生徒90％以
上 
 
〇進路指導
が十分行わ
れていると
感じる生徒 

90％以上 
保護者 

90％以上 

 
 

生徒 88％ 
 
 
 
 
 

生徒 93％ 
 
保護者 
    83％ 

Ｂ 

・科に関するさまざまな専門的な
仕事に対して、興味・関心を高め
ることができ、卒業後の生き方・
暮らし方・働き方を考えるきっか
けとなった 
・ 進 路に関 す る取り 組 みに おい
て、生徒の実態に合う工夫をさら
にしていく必要がある。 
・学校で実施した進路に関する取
り組みについて保護者へ丁寧に伝
える工夫が必要である(１年部) 
・年間合計８回の進路ガイダンス
を企画・運営中。目標値に若干届
かず、次年度は保護者への広報頻
度を高めていきたい(２年部) 
・生徒に対しては、個別の小論文
指導や面接指導を例年より早くか
ら実施したことや４月に就職に特
化したガイダンスを取り入れ進路
への意識は高まった。 
・保護者に対しては、同じ内容で
進路説明会を２回実施したり、Ｃ
－ラーニングで進路の手引きや進
路 に 必要な 情 報を提 供 した りし
た。ある程度の必要な情報は提供
したが、もう少し説明会の内容や
保護者がより理解するための情報
提供の工夫が課題である(３年部) 
・各学年部による継続的な指導と
ガイダンスなどの実施により、進
路に対する意識を高めることがで
きた。 
・学校全体で指導に当たることが
できた 
・Ｃ-ラーニングの活用や求人票
のデジタル化により、多くの情報
を発信することができた 
・保護者に対する進路説明会を実
施するなど、進路への理解を深め
てもらう試みが必要である(進路
課) 

エ 

学校農業クラ
ブ・生徒会・
部活動によっ
て 自 治 を 学
ぶ。 

〇学校農業
クラブ活動
に積極的に
関わった生
徒70％以上 

生徒 59％ Ｂ 

・競技会等に参加する生徒が多数
いた半面、それらの生徒の活動と
なってしまった。もっと自由に大
会や活動に参加できる環境を整え
たい。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

〇学校行事
等を積極的
に行った生
徒90％以上 

生徒 96％ 

・全国大会出場や入賞する生徒が
数多く出た。国家資格も取得する
ことができた。 
・農業鑑定競技では、10名の代表
のうち８名が優秀賞を受賞するな
ど、積極的に取り組む生徒がいる
一方で、全体における参加割合は
低く、農業クラブ活動への意識の
低下がみられた(農業科) 

〇子供が部
活動に満足
していると
感じる保護
者80％以上 

生徒 71％ 

オ 

伊豆田方分校
等 と の 「 共
生・共育」に
よって社会の
多様性につい
て学ぶ。 
（インクルー
シブな学校運
営 モ デ ル 事
業） 

〇共生・共
育の交流活
動５回以上 

達成できた 

Ａ 

・外部講師による授業の機会を増
やした。 
・伊豆田方分校との共生・共育の
交流活動を多く実施した。 
・交流活動授業と、講師招請事業
を複数回実施し、社会多様性につ
いて学ぶことができた(農業科) 
・各学科の特色を生かした交流活
動が行われている。同じ学習をす
ることで、お互いにコミュニケー
ションを取ることができ、多様性
について学ぶことができた。モデ
ル事業として新たな活動ができる
のか、検討が必要である(教務課) 

〇講師招請
を含めた地
域連携活動
１回以上 

30回実施 

カ 

全ての生徒・
教職員が安全
で安心して学
ぶことのでき
る場をみんな
でつくる。 

〇特別支援
教育や教育
相談、通級
指導の情報
共有10回以
上 

関係者のみ
の情報共有
に留まった 

Ｂ 

・相談室だよりの配信、各学期毎
に生徒または保護者との面談の実
施や隙間ミーティングなど情報共
有について十分実施できた。次年
度は全て総括しスクールカウンセ
ラーを含めたミーティングの定期
的な実施を目指したい。 

〇地域防災
訓練に参加
し た 生 徒
50％以上 

生徒 19％ Ⅾ 

・緊急時に必要とされる年代であ
る、高校生の訓練参加率向上は重
要であり、そのための方策につい
て検討していきたい。 
・災害ボランティアコーディネー
ター養成講座は本校から16名の生
徒が参加した(総務課) 

キ 

持続可能な社
会をつくるた
めに、保護者
や地域社会と
連携する 

〇時代に即
したＰＴＡ
活動の実施 

 Ｃ 

・ＰＴＡ活動行事のスリム化や、
活動負担の軽減を試みている。Ｐ
ＴＡ役員の方々の御協力、御理解
の上で次年度も試みたい(総務課) 

〇ＪＡや地
元農家・企
業との連携
の促進 

達成できた 

Ａ 

・経営の学習について企業経営者
と の 計画的 な 連携授 業 を実 施し
た。 
・ＪＡ直売所での販売等を通した
連携ができた。 
・伊豆箱根鉄道との連携事業の継
続ができた。 
・ 乳 牛共進 会 （品評 会 ）を 通し
て、ＪＡ・農家との連携を促進で
きた。 
・函南町役場やＪＡふじ伊豆、酪
農王国オラッチェなど地域団体と
連携した商品開発を実施できた。 
・新しい知識を得るため、地元生
産者との交流を深めたい(農業科) 

〇熟議が学
校運営に反
映したと感
じ る 委 員
90％以上 

委員100％ Ｂ 

・委員の全ての意見を具体的に学
校運営に反映させることは容易で
はない。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ク 

新しい時代の
価値観に沿っ
た働き方、専
門職性を修得
する。 
 

〇専門職性
向上のため
の研修実施 

年３回の研
修実施 

Ｂ 

・人間関係作り、特別支援教育等
に関する校内研修を計画、実施す
ることができた。 
・研修を通じて、教職員間、教職
員生徒間の人間関係を良好にする
ヒントを得られた。 
・年次別研修該当者に対する研修
及び情報共有、チーム研修を実施
することができた。 
・チーム研修では活発に意見交換
ができ、課題についての認識を深
めることがで きた。 
・通年を通した研修斡旋と情報共
有を行った。 
・研修で得られたヒントをどのよ
うに実践していくか。 
・貴重な機会なので回数を増やし
たい。 
・人権教育を知るための研修に参
加する必要があると感じた。 
・全体に研修斡旋、情報共有する
方法を模索して行きたい。 

〇ワークラ
イフバラン
スと生産性
向上 

業務のスリ
ム化に取り
組んだ。 

〇教職員の
不祥事、体
罰、交通事
故 ０件 

体罰、交通
事故０ 

〇監査、検
査の注意０
件 

注意指摘事
項０件 

 
(2) ７年度の取組目標・達成方法・成果目標 

令和７年度（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標（昨年度成果） 担当部署 

ア 

農業高校で学ぶ知識と
技術をしっかりと体験
し身に着ける。 
（基礎学力の定着。実
験 ・ 実 習 を 大 切 に す
る。 
「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一
体的な充実） 

〇学 習 指導 要領 に 沿 っ
た授 業 及び 実験 ・ 実 習
の充 実 と評 価評 定 の 実
施 
〇学 び の基 礎診 断 を 活
用した基礎学力の定着 
〇授 業 改善 とＩ Ｃ Ｔ 活
用に よ る「 個別 最 適 な
学び 」 と「 協働 的 な 学
び」の一体的な充実 

〇常に授業を大切にし、準
備をして臨むことができた
生徒94％以上 
〇基礎学力が定着した生徒
86％以上、保護者51％以上 
〇毎日の学習活動で個人端
末を活用した生徒86％以上 

農業科 
教務課 
（各教
科） 

進路課 
 
スクール 

メディア課 

イ 

自ら考えて、自他のた
めに行動する力を身に
付ける。 

〇授 業 規律 と共 に 、 自
発的 ・ 共感 的な 学 び が
できる授業環境づくり 
 
 
 
 
 
〇朝 読 書の 質向 上 と 図
書館の機能の充実 
〇整 理 整頓 ・清 掃 を 意
識した教育環境づくり 

〇実験実習等で挨拶や感謝
の言える生徒98％以上 
〇自発的・積極的・粘り強
く授業に取り組む生徒70％
以上 
〇 自 分 の 意 見 や 考 え を 持
ち、他者の意見を認める生
徒95％以上 
〇図書室を有効に活用でき
たとする生徒30％以上 
〇整理整頓を意識し清掃が

行える生徒91％以上 

農業科 
教務課 

 
 
 
 
 

 
スクールメ

ディア課 

総務課 
保健課 

ウ 

将来の生き方・暮らし
方・働き方を考える。
（キャリア教育と進路
支援の充実） 
 

〇進 路 意識 を高 め る HR
活動等の実施 
〇多 様 な進 路に 対 応 す
る面 接 、小 論文 指 導 の
実施 

〇進路意識が高まった生徒
88％以上 
〇進路支援が十分行われて
い る と 感 じ る 生 徒 93％ 以
上、保護者83％以上 
〇関連産業・学校に進む生
徒の割合30％以上 

進路課 
各学年 
農業科 

エ 

学校農業クラブ・生徒
会・部活動によって自
治を学ぶ。 

〇リ ー ダー の育 成 と 生
徒の 主 体性 を育 て る 活
動支援 

〇学校農業クラブ活動に積
極的に関わった生徒59％以
上 

農業科 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標（昨年度成果） 担当部署 

 
 
〇部 活 動ガ イド ラ イ ン
に則 っ た部 活動 計 画 の
実施 

〇学校行事等を積極的に行
った生徒96％以上 
〇子供が特別活動（行事・
部活・委員会等）に満足し
ていると感じる保護者71％
以上 

生徒課 

オ 

伊 豆 田 方 分 校 等 と の
「共生・共育」によっ
て社会の多様性につい
て学ぶ。（インクルー
シブな学校運営モデル
事業） 

〇伊 豆 田方 分校 及 び 外
部と の 交流 活動 を 各 科
で計 画 的に 実施 し 、 共
生・共育を充実させる 

〇共生・共育の交流活動20
回以上 
〇講師招請を含めた地域連
携活動各科１回以上 
〇共生・共育の検証実施 

教務課 
農業科 

カ 

全ての生徒・教職員が
安全で安心して学ぶこ
とのできる場をみんな
でつくる。 

〇自 己 肯定 感や 自 己 有
用感を高める支援 
〇地 域 、家 庭と 連 携 し
た防 災 計画 ・訓 練 ・ 教
育の実施 

〇学校全体で特別支援教育
や教育相談、通級指導の情
報共有５回以上 
〇地域防災を意識している
生徒19％以上 

保健課 
相談室 

 
総務課 

キ 

持続可能な社会をつく
るために、保護者や地
域社会と連携する。 

〇Ｐ Ｔ Ａ活 動の 充 実 支
援 
〇地 域 の特 性を 生 か し
た農業教育の推進 
〇学 校 運営 協議 会 の 充
実 

〇時代に即したＰＴＡ活動
の在り方検討 
〇ＪＡや地元農家・企業と
の連携が促進 
〇熟議が学校運営に反映し
たと感じる委員100％以上 

総務課 
 

農業科 
 

管理職 

ク 

新しい時代の価値観に
沿った働き方、専門職
性を修得する。 
 

〇校内研修の充実 
〇生 徒 のメ ンタ ー と な
る働き方の実現 
〇コ ン プラ イア ン ス 意
識を徹底 
〇事 案 に応 じた 計 画 的
な準備と経費の執行 

〇専門職性向上のための研
修実施 
〇ワークライフバランスと
生産性向上 
〇教職員の不祥事、体罰、
交通事故０件 
〇監査、検査の注意０件 

研修課 
 

管理職 
 

 
事務部 

 

４ 監査対象期間における特色ある取組 

年 度 取 組 概 要 成果及び課題 

６年度 

全職員を対象に、下の研修を実施した。 
（１学期）本校スクールカウンセラーに
よる「生徒に合わせた個別最適な指導」 
（２学期）立正大学鹿島教授による「構
成的グループエンカウンター」 
（３学期）静岡大学山元教授による「授
業のユニバーサルデザイン化」 

（1学期）「個別最適」な学びに向けた、
生徒一人一人への向き合い方を確認する
ことができた。 
（２学期）ホームルームや部活動におけ
る人間関係づくりのノウハウを学び、年
間を通して実践に移し、生徒間、教員間
交流において成果を得た。 
（３学期）支援の必要な生徒の特性、接
し方を学び、生徒の支援に生かした。 

授業における更なる実践の蓄積に繋げ
たい。 

７年度 

「生徒を支える生徒指導」「ICTを活用し
た業務の効率化」について、全職員で研
修を実施する。 
（１学期）特別支援教育について 
（２学期）ICTを活用した業務の効率化 
（３学期）生徒指導提要について 

左記の研修実施に向けて講師の依頼中で
ある。 
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　(2)  現員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）（令和7年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2

教育職員

合
　
　
　
　
　
計

58

29

87

本

務

以

外

計

44

（単位：人）

5 6

7

2

臨時・会計年度任用職員

24

8 8 1

1

新任者

0

3

教
諭

(

任

)

小

計

13

外

国

語

指

導

講

師

非

常

勤

講

師

9

行政職員 実
習
助
手
（

臨
）

1 8 1

16

01

2

463

　

1 ▲ 2

再任用
(新任）

3

1

教

頭

2

19

2

1

1

1

1

1

10 2

職名

区分

計 1

教育職員

2

2

女

男 35

副

校

長

42

小

計

主

任

実

習

助

手

教

諭

2

養

護

教

諭

25545

1

1 1

1 11

0 ▲ 3 ▲ 3

本　　務　　職　　員

0

校

長

主

任

技

能

員

事

務

長

主

任

▲ 1

ｽ
ｸ

ｰ

ﾙ
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ

ｰ

主

査

非

常

勤

労

務

職

員

0

本

務

計

主

事

14

10

1 0 0▲ 2

1

0

0

1

0 1 0 ▲ 3

  (1)　令和６年度異動状況

主

任

技

能

員

4

2

差引増減 0 ▲ 10

転入者

5

1102 1

1

0

2

1441

1

５　教職員について

副

校

長

教

諭

転出者 11

1915

11

5

職名

区分

再任用
(退職）

小

計

2退職者

昇任

3

0

1

2

2

1

主

査

事

務

長

1

2

101

2

0

本  務  職  員

行政職員
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計

校

長
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事

教

頭

2
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任

8

養
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諭

主

任
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習
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非

常

勤

講
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本

務

以
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計
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指
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1

1

昇任 00 0

ｽ
ｸ

ｰ

ﾙ
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ

ｰ

実

習

助

手

1

0

0
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8

4
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0

152

0

2

1

4

実

習

助

手

3

1

1

教
諭

(

臨

)

2

非

常

勤

嘱

託

員

2

教
諭

(

臨

)

1

1

3

1

非

常

勤

嘱

託

員
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（3）健康管理について 

令和６年度 

ア 職員健康診断の受診と事後措置を徹底した。 

イ 疾病の早期発見、早期治療と日常の健康保持増進に努めた。 

ウ 職員安全衛生委員会をより一層活発化し、新たな環境整備を行った。 

エ 勤務時間管理システムを活用し、教職員個人で自ら勤務時間を管理するとともに、管理職

が実態把握と長時間労働への適切な状況把握や面談を実施し、心身の健康管理に留意した。 

 

(4) 教職員の研修について   

令和６年度 

ア  校内研修テーマ 

「人間関係づくり」 

全体研修Ⅰ ４月 23日（火） 生徒に合わせた個別最適な指導 

全体研修Ⅱ 10 月２日（水） 構成的グループエンカウンター 

全体研修Ⅲ １月 22日（水） 授業のユニバーサルデザイン化 

【課題】 

   年度内で一定の成果はあったが、令和７年度も継続していくべき内容である。   

イ 不祥事根絶に関する研修 

研修の目的 研修内容及び成果 課   題 

コンプライアンス意識

の醸成 

コンプライアンス通信を基に注意喚起を促した。ま

た、時節を捉えたテーマ設定や日常的に法令順守を意

識づけることで、業務における不祥事の発生防止に努

めた。 
スクールロイヤーを講師として、人権研修

（セクハラ防止）を行った。 

同僚の様子につ

いて、気づいたこ

とは迷わず管理職

に報告・相談する

意識の強化を促し

たい。 

 

６ 防災対策について  

防災意識の高揚を図り、被害を最小限に食い止めることを目的に、「防火・防災管理計画書」及

び「地震・防災応急計画書」を基に、災害発生時を想定した避難訓練を年２回実施した。また１年

生対象として東部危機管理局に依頼し防災講座を実施した。 

 

令和６年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   標 取組内容及び成果 課   題 

学校の総合的地震防災対

策を強化し、生徒の生命・

身体の安全確保や校舎等施

設設備の保全を図る。 

９月５日（木） 

地震発生時の避難誘導訓練、地域別集合訓

練 

（沼津特別支援学校伊豆田方分校と合同訓

練、地震･洪水時の避難場所の確認） 

12月24日（火） 

 火災時の避難誘導訓練 

（沼津特別支援学校伊豆田方分校と合同訓

練） 

防災意識の一層

の向上を目指すべ

く、避難訓練の内

容についてさらに

工夫する。 
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７ 学校開放について  

 令和６年度 

(1) 開放講座 

実施なし 

(2)施設の開放状況  

 

年

度 
施設名 

利 用 

団体数 

利用回数 

（延） 

利用人数 

（延） 
実施種目 

利用者 

負担金 

(電気料) 

６ 

体育館 8  210  1,876 

 

バスケットボー

ル、バレーボー

ル、弓道、野球 

 

 

 

32,582円 

 

 

弓道場 1  55 346 

グラウンド 1  2 90 
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□□□□□□ 

 

事務執行の根拠法令調 

 

項  目 根  拠  法  令 

１ 学校教育に関す

ること 

 

 

 

 

 

 

教育基本法（第１条、第２条） 

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第 50 条、第 51 条、

第 52 条、第 60 条） 

学校教育法施行規則 

産業教育振興法（第 18 条） 

産業教育振興法施行令 

学校保健安全法（第５条） 

静岡県立学校設置条例 

静岡県立高等学校学則 

高等学校学習指導要領 

理科教育振興法（第 11 条） 

理科教育振興法施行令 

動物の愛護及び管理に関する法律 

 

２ 学校の管理・運

営に関すること 

 

学校教育法（第 137 条） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第 33 条） 

静岡県立学校管理規則 

教育公務員特例法（第 21 条、第 22 条） 

学校保健安全法（第 15 条、第 27 条） 

学校保健安全施行規則 

社会教育法（第 43 条、第 45 条、第 47 条、第 48 条） 

静岡県立学校職員安全衛生管理規程 

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱 

学校図書館法（第３条、第４条） 

静岡県立学校処務規程 

静岡県立学校授業料等徴収条例 

静岡県立学校授業料等徴収規則 

静岡県手数料徴収条例 

静岡県高等学校等教育資金及び高等学校等奨学金貸与規則 

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第 16 条、第

17 条） 

高等学校等就学支援金の支給に関する法律 

高等学校等修学支援事業補助金（奨学のための給付金）

交付要綱 
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□□□□□□

１　面積及び所有区分 （令和７年１月31日現在）

県有㎡ 国有㎡ 市町村有㎡後援会有㎡ 民有㎡

49,040.56 45,082.41 3,958.15

校 舎 敷 地 34,202.81 30,244.66 3,958.15

運 動 場 敷 地 14,837.75 14,837.75

そ の 他 の 敷 地

59,640.61 58,522.15

1,978.69 1,978.69

田 1,289.55 1,289.55

飼 料 畑 5,528.00 5,528.00

牧 草 地 37,921.54 37,921.54

農業基礎農場 4,535.00 4,535.00

果 樹 園 2,846.32 2,846.32

野 菜 園 3,640.00 3,640.00

牧 草 調 整 場 1,118.46 1,118.46

造 園 373.21 373.21

苗 木 畑 1,337.58 1,337.58

1,050.95 1,050.95

1,978.69 1,978.69

建2,543.17 2,543.17

延8,416.36 8,416.36

建1,216.01 1,216.01

延1,411.31 1,411.31

建  462.39 462.39

延  462.39 462.39

建6,193.63 6,183.91 9.72

延7,193.30 7,183.58 9.72

建　396.09 396.09

延　604.54 604.54

１ １
25m×15m
6コース

戸 戸

演 習 林

武    道    場

1,118.46実　　習　　地

職 員 住 宅

プ ー ル

生 活 館

寄 宿 舎

  その他の建物

校 舎

体 育 館

学校施設の概要

内
　
訳

区　　　分 面積㎡ 摘　要

学 校 敷 地

所　有　内　訳

1,978.69㎡
借地

ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ等

内
　
　
　
　
　
　
訳

1,978.69㎡
借地
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２　配置・規模等
　（１）校舎等の配置図

　（２）学校施設の規模等（法面・演習林等を除く）

区　　分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積

当　　校 49,040.56 ㎡ 8,416.36 ㎡ 14,837.75 ㎡

県 平 均 45,574.48 ㎡ 9,807.98 ㎡ 22,506.84 ㎡

運 動 場

駐
輪

場

渡り廊下

プ ー ル

ﾎﾞｲﾗｰ室

車
庫

動物舎

動物舎

動物舎

テニスコート

倉庫

運動部
部室

ﾋﾞ
ﾆｰﾙ

ﾊｳｽ

ﾋﾞ
ﾆｰﾙ

ﾊｳｽ

ﾌｪﾝﾛ温室

ソ

ー

ラ
ー
パ

ネ
ル

倉
庫

農機具庫 ﾊﾞｲｵ実験棟

農業科実習棟
２Ｆ 動物実験室 製図室

１Ｆ 農業基礎室 造園土木室
園芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ実習棟
２Ｆ 植物ﾊﾞｲｵ実験室

１Ｆ 園芸講義室

温室
菌
舎

ﾋﾞ

ﾆｰﾙ

ﾊｳｽ

温
室

生産科学実習棟

順化室
倉

庫

温室

温室 温室 温室 温室

ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ 倉庫

温室

温 室

温室 温室

温室 温室
温室

温室

牛

舎

飼料槽

牛 乳
処理室

酪
農
実
習
室

堆肥舎

資材置場

浄化槽

ﾄｲﾚ

伊豆田方分校

作業所

農業機械倉庫

倉庫

倉庫

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ科

実習園

生産科学科

野菜園

牧草調整場

本館校舎 1F～4F

北館校舎 1F～4F

正門

玄関

自然観察園駐車場
渡
り

廊

下

渡
り

廊

下

渡り廊下

体 育 館

駐輪場

武道場
卓
球

場

駐車場

耕友会館弓道場

油庫

脱臭槽 トリマー室

乳牛運動場

↑ 北農場

水田
ｶﾞｰﾃﾞﾝ実習場
農業科学基礎農場
飼料畑

果樹園
ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ科野菜園

ﾋﾞﾆｰﾙ
ﾊｳｽ

生
徒
昇
降
所 ト

イ
レ

準
備
室
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定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 計

80 38 33 71 40 9 31 40 80 23 57 80 200 70 121 191

増加 0 0 0 0 0 0

減少 0 0 1 1 0 1 1

38 33 71 9 31 40 23 56 79 70 120 190

80 35 47 82 40 8 33 41 80 16 66 82 200 59 146 205

増加 0 0 0 0 0 0

減少 1 1 0 2 2 0 3 3

35 46 81 8 33 41 16 64 80 59 143 202

増加 0 0 0 0 0 0

減少 1 1 1 1 1 1 2 1 3

34 46 80 7 33 40 16 63 79 57 142 199

80 43 31 74 40 9 32 41 80 13 69 82 200 65 132 197

増加 0 0 0 0 0 0

減少 2 2 1 1 1 1 0 4 4

43 29 72 9 31 40 13 68 81 65 128 193

増加 0 0 0 0 0 0

減少 2 2 4 2 1 3 0 4 3 7

41 27 68 7 30 37 13 68 81 61 125 186

増加 0 0 0 0 0 0

減少 0 1 1 0 0 1 1

41 27 68 7 29 36 13 68 81 61 124 185

240 113 106 219 120 23 93 116 240 52 187 239 600 188 386 574

□□□□□□

在　籍　生　徒　調

（令和７年１月31日現在）

学年
学科別 生産科学・園芸デザイン科 動物科学科 食品科学・ライフデザイン科 （合計）

区分

1年

入学者

現在

2年

入学者

2年時当初

現在

3年

入学者

2年時当初

3年時当初

現在

合　計
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□□□□□□

生
産
科
学
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン

動
物
科
学

食
品
科
学
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

計

生
産
科
学
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン

動
物
科
学

食
品
科
学
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

計

生
産
科
学
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン

動
物
科
学

食
品
科
学
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

計

生
産
科
学
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン

動
物
科
学

食
品
科
学
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

計

生
産
科
学
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン

動
物
科
学

食
品
科
学
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

計

80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200

80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200 80 40 80 200

男 40 15 26 81 43 8 15 66 39 14 25 78 36(2) 9 23 68(2) 32 13 19 64

女 43 31 62 136 31 35 70 136 50 40 84 174 33 32 58 123 39 25 76 140

計（Ｃ） 83 46 88 217 74 43 85 202 89 54 109 252 69(2) 41 81 191(2) 71 38 95 204

男 39 15 25 79 43 8 15 66 39 14 25 78 36(2) 9 23 68(2) 32 13 19 64

女 43 31 62 136 31 35 70 136 50 40 84 174 33 32 58 123 39 25 76 140

計（Ｄ） 82 46 87 215 74 43 85 202 89 54 109 252 69(2) 41 81 191(2) 71 38 95 204

男 39 14 23 76 43 9 13 65 35 8 16 59 36(2) 9 23 68(2) 34 12 16 62

女 43 27 59 129 31 32 69 132 47 33 66 146 33 31 57 121 45 26 66 137

計（Ｅ） 82 41 82 205 74 41 82 197 82 41 82 205 69(2) 40 80 189(2) 79 38 82 199

1.04 1.15 1.10 1.09 0.93 1.08 1.06 1.01 1.11 1.35 1.36 1.26 0.86 1.03 1.01 0.95 0.89 0.95 1.19 1.02

1.03 1.15 1.09 1.08 0.93 1.08 1.06 1.01 1.11 1.35 1.36 1.26 0.86 1.03 1.01 0.95 0.89 0.95 1.19 1.02

男 39 14 23 76 43 9 13 65 35 8 16 59 38 9 23 70 34 12 16 62

女 43 26 59 128 31 32 69 132 47 33 66 146 33 31 57 121 44 26 66 136

計（Ｆ） 82 40 82 204 74 41 82 197 82 41 82 205 71 40 80 191 78 38 82 198

1.03 1.00 1.03 1.02 0.93 1.03 1.03 0.99 1.03 1.03 1.03 1.03 0.89 1.00 1.00 0.96 0.98 0.95 1.03 0.99

令和5年度 令和6年度

志願者数

受検者数

合格者数

区分 令和3年度 令和4年度 令和7年度

入学志願者及び入学者数調

志願倍率（Ｃ）/（Ｂ）

受検倍率（Ｄ）/（Ｂ）

入学者数

充足率（Ｆ）/（Ａ）

学科別

生徒定員　　（Ａ）

募集者数　　（Ｂ）
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□□□□□□

（高等学校用）

１　進路状況

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度

42 37 37 37 42 31 39 37 35 38 40 39 37 38 42 193 194 184

(21) (26) (21) (26) (24) (18) (27) (32) (29) (30) (27) (25) (27) (22) (33) (131) (131) (126)

4 14 9 6 5 6 7 8 9 7 14 12 11 4 11 35 45 47

17 12 12 20 19 12 20 24 20 22 13 13 16 18 22 95 86 79

21 26 21 26 24 18 27 32 29 29 27 25 27 22 33 130 131 126

21 11 16 11 15 13 12 4 6 8 11 12 10 16 9 62 57 56

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 1 3 2

42 37 37 37 42 31 39 37 35 38 40 39 37 38 42 193 194 184

　　　

２　求人状況（全日制のみ）

　　

　　

 就職者

卒業生の動向調

学 科 別 生産科学科 園芸デザイン科 （計）

年 度

動物科学科 ライフデザイン科

7.33

卒 業 生 徒 数

内
　
　
訳

（進学志願者）

進
学
者

 大学・短大

 自営者

 進学準備者

専修･各種学校等

小　計

58

462

 その他

合　　　計

５年度

5963

473

8.16

食品科学科

区　　分

就職希望者数

求人数

求人倍率

４年度 ６年度

435

7.37
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３　資格取得状況
（令和６年度）

生産科学科 園芸デザイン科 動物科学科 食品科学科 ライフデザイン科 （計）

37 31 35 39 42 184

プラチナ 4 1 2 1 8

ゴールド 1 1

シルバー 1 1

２級 3 1 4

３級 2 5 1 8

準１級 1 1

２級 1 1 1 3

準２級 1 1 2 4

３級 0

２級 0

３級 1 1

１級 0

準１級 0

２級 2 2

準２級 0

３級 0

２級 2 2

３級 2 1 5 1 9
ビジネス実務マナー検定 ３級 1 1

２級 1 1

３級 0

毒物劇物取扱者 一般 1 1

乙種４類 1 1

丙 1 1 2

4 10 11 22 3 50

日本農業技術検定

危険物取扱者

合　　　　　　計

文書デザイン

情報処理技能検定
（表計算）

秘書検定

学　　　　科　　　　別

卒　 業 　生　 徒 　数

アグリマイスター

サービス接遇

ワープロ検定
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□□□□□□

１　生徒の出身地域及び通学方法
　(1) 出身地　　　　　　　　　　　　　 （令和７年１月31日現在） （単位：人）

市町名 沼津市 三島市 函南町 伊豆の国市 伊豆市 長泉町 熱海市 その他 合　計

生徒数 108 126 79 94 41 32 15 79 574

構成比％ 18.8 22.0 13.8 16.4 7.1 5.5 2.6 13.8 100%

　(2) 通学方法　　　　　　　 （令和７年１月31日現在） （単位：人）

区　分 徒　歩 自転車 電　車
電車
バス

その他 合　計

生徒数 44 142 317 41 30 574

構成比％ 7.7 24.7 55.2 7.2 5.2 100%

（単位：人)

運動部 文化部 農業部 未加入者 計

13 7 6 26

１　年 48 12 10 0 70

２　年 34 12 5 6 57

３　年 39 8 10 4 61

計（Ａ） 121 32 25 10 188

構成比 64.4 17.0 13.3 5.3 100%

１　年 44 31 45 0 120

２　年 45 38 49 10 142

３　年 37 36 31 20 124

計（Ｂ） 126 105 125 30 386

構成比 32.6 27.2 32.4 7.8 100%

（Ａ＋Ｂ） 247 137 150 40 574

構成比 43.0 23.9 26.1 7.0 100%
合計

生 徒 の 状 況

２　部(クラブ)の加入状況（令和７年１月31日現在）

区　　　　分

部(ｸﾗﾌﾞ) 数

男子

女子
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□□□□□□

（全日制）

期 月

納期後 収入

別 別 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 収納率 収納額 未済額

円 円 円 円 円 % 円 円 過年度

3 95,900 3 95,900 0 0 95,900

人 円 人 円 人 円 人 円 円 % 円 円

= 円
( 69 人× 9,900 円× 3 月 )

一
= 円

期 7 27 801,900 23 683,100 19 564,300 69 2,049,300 1,930,500 94.2 118,800

8 118,800 = 円

計 27 801,900 23 683,100 19 564,300 69 2,049,300 1,930,500 94.2 118,800

= 円
8 ( 73 人× 9,900 円× 5 月 )

二 9 = 円

10 27 1,336,500 24 1,148,400 22 1,089,000 73 3,573,900 3,326,400 93.1 247,500 1 人× 9,900 円× 2 月 ＝

1 人× 9,900 円× 2 月 ＝

期 11 ▲ 1 ▲ 19,800 ▲ 1 ▲ 19,800 93.6 247,500

1 人× 9,900 円× 2 月 ＝

12 ▲ 1 ▲ 39,600 ▲ 1 ▲ 39,600 94.6 1 人× 9,900 円× 4 月 ＝

=
計 27 1,336,500 23 1,108,800 21 1,069,200 71 3,514,500 3,326,400 94.6 247,500 0

12 = 円
( 71 人× 9,900 円× 4 月 )

三
= 円

1 27 1,039,500 23 891,000 21 831,600 71 2,762,100 2,682,900 97.1 79,200

期 2 ▲ 2 ▲ 59,400 ▲ 2 ▲ 59,400 99.3 79,200 2 人× 9,900 円× 1 月 ＝

1 人× 9,900 円× 3 月 ＝

3
2 人× 9,900 円× 3 月 ＝

計 27 1,039,500 21 831,600 21 831,600 69 2,702,700 2,682,900 99.3 79,200 0 = 円

授　業　料　収　納　状　況　調

(令和５年度)

調　　　定　　　の　　　状　　　況 収納の状況　

異　動　者　等　の　状　況１年 ２年 ３年 計 納期内収納額

過

年

度

　Ａ．期首収納権利発生額=95,900円

　B．収納権利増減(▲)額=0円

　C．収納必要額A(±)B=95,900円

4 　Ａ．期首収納権利発生額 2,049,300

5
　Ｂ．収納権利増減（▲）額 0

6

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 2,049,300

　Ａ．期首収納権利発生額 3,613,500

　Ｂ．収納権利増減（▲）額 ▲ 99,000
（内訳）
9月29日:2年:退学▲1

▲ 19,800

9月30日:2年:転学▲1
▲ 19,800

10月25日:3年:就学支援金遡及認定▲1

▲ 19,800

12月5日:2年:就学支援金（家計急変）遡及認定▲1

▲ 39,600

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 3,514,500

　Ａ．期首収納権利発生額 2,811,600

　Ｂ．収納権利増減（▲）額 ▲ 108,900

（内訳）
就学支援金（家計急変）12月まで認定▲2

▲ 19,800

1月1日:1年:休学▲1
▲ 29,700

2月5日:2年:就学支援金（家計急変）遡及認定▲2
▲ 59,400

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 2,702,700

合
計

3 95,900 3 95,900 95,900   (過年度)

81 3,177,900 67 2,623,500 61 2,465,100 209 = 8,266,500 円8,266,500 7,939,800 96.0 445,500 0   Ｄ. 収納必要額
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□□□□□□

（全日制） (令和６年度)

期 月

納期後 収入

別 別 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 収納率 収納額 未済額

円 円 円 円 円 % 円 円 過年度

3 95,900 3 95,900 0 0 95,900

人 円 人 円 人 円 人 円 円 % 円 円

= 円
( 75 人× 9,900 円× 3 月 )

一

= 円

期 7 29 861,300 26 772,200 20 594,000 75 2,227,500 2,138,400 96.0 89,100

1 人× 9,900 円× 3 月 ＝

8 89,100

9 = 円

10 1 29,700 1 29,700 29,700 100.0

計 30 891,000 26 772,200 20 594,000 76 2,257,200 2,168,100 96.1 89,100

= 円
8 ( 80 人× 9,900 円× 5 月 )

二 9 = 円

10 33 1,633,500 24 1,188,000 22 1,089,000 80 3,960,000 3,960,000 100.0 1 人× 9,900 円× 5 月 ＝

1 49,500

期 11 ▲ 1 ▲ 49,500 ▲ 1 ▲ 49,500 ▲ 49,500

12

=
計 33 1,633,500 24 1,188,000 22 1,089,000 79 3,910,500 3,910,500 100.0

12 = 円
( 79 人× 9,900 円× 4 月 )

三
= 円

1 33 1,306,800 24 950,400 22 871,200 79 3,128,400 3,128,400 100.0

期 計 33 1,306,800 24 950,400 22 871,200 79 3,128,400 3,128,400 100.0 0 0
= 円

9,296,100 円

10月31日:1年:就学支援金資格消滅
（内訳）

0　Ｂ．収納権利増減（▲）額

29,700

11月13日:1年:就学支援金遡及認定▲1

9,207,000 99.0 89,100 0   Ｄ. 収納必要額 =

95,900   (過年度)

96 3,831,300 74 2,910,600 64 2,554,200 234 9,296,100

3 95,900
合
計

3 95,900

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 3,128,400

　Ａ．期首収納権利発生額 3,128,400

　Ｂ．収納権利増減（▲）額 0

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 3,910,500

▲ 49,500

　Ａ．期首収納権利発生額 3,960,000

　Ｂ．収納権利増減（▲）額 ▲ 49,500
（内訳）

　Ｃ．収納必要額　Ａ(±)Ｂ 2,257,200

　Ａ．期首収納権利発生額=95,900円

　B．収納権利増減(▲)額=0円

　C．収納必要額A(±)B=95,900円

4 　Ａ．期首収納権利発生額 2,227,500

5

6

納期内収納額

過

年

度

３年 計

授　業　料　収　納　状　況　調

（令和７年１月31日現在）

調　　　定　　　の　　　状　　　況 収納の状況　

異　動　者　等　の　状　況１年 ２年
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□□□□□□

令和５年度
令和６年度

(令和７年１月31日現在)

件　　　数 件　　　数

高等学校入学検定料 193 0

県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調

区　　　　　分
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□□□□□□

（令和7年1月31日現在）

件数

3 95,900

3 95,900

過年度分収入未済額調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分

　　　年　度

全日制高等学校授業料

収入未済額

平成30年度以前（Ａ）
円

摘要①（滞納処分の停止等の理由）

摘要②（不納欠損処分の件数、額）

摘要③（Ａ欄のうち、１件10万円以上の内訳）

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

計
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□□□□□□

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高(円) 摘　　要

スルガ銀行
函南支店

無利息型
普通預金

573074
田方農業高等学校
資金前渡者　校長  久保田豊
和

0
給与受領
継続的資金前渡

スルガ銀行
函南支店

無利息型
普通預金

513922
田方農業高等学校
資金前渡者　校長　久保田豊
和

0
光熱水費等公共
料金振替

0

預　金　調

（令和７年１月31日現在）

残高合計
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　□□□□□□

（令和7年1月31日現在）

（単位：枚、円）

枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

郵　券 1 円券 32 32 0 0 0 0 32 32 0 0 0 0 32 32

郵　券 84 円券 4 336 0 0 1 84 3 252 0 0 2 168 1 84

郵　券 370 レター
パック 1 370 0 0 1 370 0 0 0 0 0 0 0 0

計 738 0 454 284 0 168 116

区分 種類

令和５年度 令和６年度

摘要

郵　券　等　受　払　調

差引現在高受　入 払　出繰　越 受　入 払　出 繰　越
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□□□□□□

（令和７年１月31日現在）

区分

品名 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

kg 円 kg 円 kg 円 kg 円

0 0 670 234,500 670 234,500 0 0

kg kg kg kg

0 0 4 15,552 2 7,776 2 7,776

kg kg kg kg

0 0 75 15,322 75 15,322 0 0

kg kg kg kg

0 0 2 13,392 1 6,699 1 6,693

kg kg kg kg

0 0 400 99,900 400 99,900 0 0

kg kg kg kg

3.1 7,568 15.6 41,580 14 36,793 4.7 12,355

枚 枚 枚 枚

0 0 6,000 71,280 4,646 55,195 1,354 16,085

個 個 個 個

0 0 6,000 290,400 4,574 221,381 1,426 69,019

個 個 個 個

88 13,552 0 0 88 13,552 0 0

巻 巻 巻 巻

2 2,229 6 8,778 5 6,618 3 4,389

袋 袋 袋 袋

1 1,270 3 4,158 2 2,656 2 2,772

巻 巻 巻 巻

2 6,600 7 19,239 9 25,839 0 0

kg kg kg kg

6.4 22,986 16.8 58,635 17.0 59,980 6.2 21,641

kg kg kg kg

43 7,752 320 64,627 256 50,778 107 21,601

kg kg kg kg

0 0 3,988 0 3,988 0 0 0 分類換え

個 個 個 個

28,205 720,826 0 0 8,185 209,182 20,020 511,644

個 個 個 個

24,988 418,077 0 0 18,451 308,705 6,537 109,372

1,200,860 937,363 1,354,876 783,347

ビン・キャップ

計

コーヒー

麻紐

わごむ

不織布

貼箱

上白糖

牛乳パック

コーヒー
牛乳パック

生乳

シール

材　料　品　受　払　調

令和６年度

摘要繰越 受入 払出 差引現在高

イチゴ

クエン酸

水あめ

ビタミンＣ

グラニュー糖

料理酒
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□□□□□□

左のうち
令和４年度
からの繰越
額分

(12)
 委託料

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 4,214,432

計 3,667,768 4,214,432 0

(14)
 工事請負費

一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 8,118,000

計 6,215,000 8,118,000 0

(16)
 公有財産購入費

0

計 0 0 0

高等学校費 高等学校管理費 177,540

学校教育費 高校教育費 283,800

計 868,120 461,340 0

(18)
 負担金、補助及
び交付金

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 61,981,190

計 62,147,840 61,981,190 0

(21)
 補償、補填及び
賠償金

0

計 0 0 0

(17)
 備品購入費

一般会計 教育費

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会　　計 款 項 目

執行済額　　（円）

令和４年度 令和５年度
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□□□□□□

（令和７年１月31日現在）

うち、令和５年度か
らの繰越額分

教育委員会費 教育管理費 203,500

高等学校費 高等学校管理費 2,359,128

学校教育費 高校教育費 2,114,840

計 4,677,468 0

(14)
 工事請負費

0

計 0 0

(16)
 公有財産購入費

0

計 0 0

高等学校費 高等学校管理費 495,638

学校教育費 高校教育費 646,140

計 1,141,778 0

(18)
 負担金、補助及
び交付金

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 59,490,190

計 59,490,190 0

(21)
 補償、補填及び
賠償金

0

計 0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会　　計 款 項 目
令和６年度

執行済額　　（円）

(12)
 委託料

一般会計

(17)
 備品購入費

一般会計

教育費

教育費
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□□□□□□

(事務関係) 円 円 円 円 円

188,540

188,540

188,540

188,540

188,540

193,380

1,136,080

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

198,000

44,374

42,517

運搬料 運搬料 運搬料 47,841

4,400円／回 4,400円／回 4,400円／回 48,807

41,173

処分料 処分料 処分料 43,639

42,435

8.25円／㎏ 8.25円／㎏ 8.25円／㎏ 43,161

45,570

42,061

43,846

37,862

523,286

47,850

47,850

81,730

56,430

31,790

47,850

47,850

47,850

47,850

47,850

47,850

47,850

600,600

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

39,600

31,020

243,796

133,727

760,733

1,169,276

6.4.30

6.3.29

6.2.29

6.2.29

5.11.30

5.12.27

5.1.31

小計

6.2.28

6.4.25

6.3.29

6.2.29

600,600

198,000 随契
5.4.3
～

6.3.29

5.5.30

6.3.29

委託料に関する調

（令和５年度）

整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額 契約
締結
方法

契約
期間

支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要
当初額

変　更
増減額

計

１
自家用電気工作
物保安管理業務

(一財)関
東電気保
安協会沼
津事業本
部

1,131,240 1,131,240 4,840 1,136,080 一般
5.4.1
～

6.3.31

5.6.30

電気設備
の保安管
理

三島北高校
三島南高校

三島長陵高校

5.8.31

5.10.31

5.12.27

小計

6.2.29

6.4.30

5.7.27

5.8.31

5.9.29

5.10.31

小計

２ 鼠駆除業務
㈱帝装化
成沼津営
業所

297,000 198,000 5.11.30

5.12.27

6.1.31

畜産実習
棟、動物
科学科実
習棟の鼠
駆除

随契１号
(少額)

5.6.27

３
可燃物収集運搬
処分業務

㈲仲川商
事

随契
5.4.3
～

6.3.29

5.5.31

6.1.31

6.4.30

可燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)

単価契約

5.6.30

5.7.31

5.8.31

5.9.29

5.10.31

5.11.30

5.12.27

小計

４ 水質検査業務

東海プラ
ント分析
センター
㈱

696,080 600,600 随契
5.4.3
～

6.3.29

5.5.31

畜産浄化
槽排水、
食品科学
実験室排
水、プー
ル水の水
質検査

随契１号
(少額)

5.6.30

5.7.31

5.8.31

5.9.29

5.10.31

５
浄化槽保守点検
業務

㈲朋栄 39,600 39,600 39,600 随契
5.4.3
～

6.3.29

5.5.30

畜産浄化
槽の保守
点検

小計

6.3.29

6.4.30

随契１号
(少額)

5.6.30

5.7.31

5.8.31

5.9.29

5.10.31

5.11.30

5.12.27

6.1.31

６
公用車メンテナン
ス業務

㈱飯島自
動車

1,169,276 1,169,276 1,169,276 一般
5.6.6
～

6.3.31

5.7.31

公用車の
車検及び
定期点検

5.10.31

6.1.31

小計

6.4.30
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(事務関係) 円 円 円 円 円

30,000

8
産業廃棄物処理業
務（処分）

富士化学
㈱

10,000 10,000 10,000 随契
5.5.4
～

5.6.30
10,000

へい獣処
分

随契１号
(少額)

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

概算 概算

35,200 35,200 35,200 随契

39,325 39,325 39,325 随契

37,065 37,065 37,065 随契

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

事務関係 計 15件 4,214,432

合計 15件 4,214,432

円 円 円

14,256,000
2,851,200

14,256,000
2,851,200

参考
２

消防用設備等保
守点検業務

伊豆防災
機器㈱

8,361,804 8,361,804
5.4.1
～

6.3.31

消防用設
備等の保
守点検

三島北高校

参考
３

プール浄化装置
保守点検業務

東伸興産
㈱

194,700 194,700
5.4.14
～

5.10.10

プール浄
化装置の
保守点検

伊豆総合高校

参考
４

建築基準法第12
条に基づく定期
点検業務

㈲コーセ
イ産業

1,550,560 1,550,560
5.7.31
～

5.11.30

建築基準法
第12条定期
点検業務

伊豆中央高校

計 4件

随契１号
(少額)
概算契約

99,000
不燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

15
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

6.3.1
～

6.3.29

6.2.16
～

6.3.29

随契１号
(少額)

5.6.2

99,000
不燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

99,000
随契１号
(少額)
概算契約

6.4.30

6.4.17 99,000

30,000
へい獣収
集運搬

不燃物収
集運搬処
分

35,200
蛍光管収
集運搬処
分

39,325
廃薬品収
集運搬

産業廃棄物処理業
務（収集・運搬）

金森運送
㈲

30,000 30,000

14
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

10

整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額 契約
締結
方法

契約
期間

支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要
当初額

変　更
増減額

計

随契
5.5.4
～

5.6.30
5.6.2

9
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

5.7.30
～

5.10.31
5.8.31

7

産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

5.9.21
～

5.12.28
5.11.30

不燃物収
集運搬処
分

11
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱ホクセ
イ

5.9.29
～

6.1.31
5.12.27

随契１号
(少額)
概算契約

13
産業廃棄物処理業
務（処分）

三光(株)
6.1.25
～

6.3.29
6.3.29 37,065

廃薬品処
分

随契１号
(少額)

整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額 契約
締結
方法

契約
期間

支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要
当初額

変　更
増減額

計

参考
１

警備業務 セコム㈱
1.10.1
～

6.9.30

職員室等
の機械警
備

三島北高校
１債務

随契１号
(少額)

12
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬)

日本産業
廃棄物処
理㈱

6.1.25
～

6.3.29
6.3.29
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□□□□□□

(事務関係) 円 円 円 円 円

73,150

73,150

73,150

73,150

73,150 随契１号

73,150 （少額）

73,150

73,150

73,150

658,350

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

16,500

148,500

47,091

48,864

運搬料 運搬料 運搬料 49,243

4,950円／回 4,950円／回 4,950円／回 57,642

47,272

処分料 処分料 処分料 54,796

49,269

8.25円／㎏ 8.25円／㎏ 8.25円／㎏ 48,642

50,556

453,375

47,850

47,850

81,730

56,430

31,790

47,850

47,850

47,850

47,850

457,050

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

3,300

29,700

105,083

227,186

180,884

513,153

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

982,232６
公用車メンテナン
ス業務

㈱飯島自
動車

982,232

7
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

982,232
6.10.31

7.1.31

小計

99,000
不燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

6.11.29

6.12.26

畜産浄化
槽の保守
点検

小計

6.6.27
～

6.10.31
6.9.30

公用車の
車検及び
定期点検

6.5.7
～

7.3.31

6.7.31

随契

随契１号
(少額)

6.6.28

6.7.30

6.8.30

6.9.30

6.10.31

6.11.29

6.12.26

7.1.31

小計

7.1.31

39,600 随契
6.4.1
～

7.3.31

6.5.31

５
浄化槽保守点検
業務

㈲朋栄 39,600 39,600

600,600４ 水質検査業務

東海プラ
ント分析
センター
㈱

707,740 随契
6.4.1
～

7.3.31

6.5.31

畜産浄化
槽排水、
食品科学
実験室排
水、プー
ル水の水
質検査

随契１号
(少額)

6.6.28

6.7.31

6.8.30

6.9.30

6.10.31
600,600

可燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)

単価契約

6.6.28

6.7.31

6.8.30

6.9.30

6.10.31

6.11.29

6.12.26

7.1.31

小計

３
可燃物収集運搬
処分業務

㈱東部処
理

随契
6.4.1
～

7.3.31

6.5.31

小計

6.11.26

6.12.26

7.1.24

随契
6.4.1
～

7.3.31

6.5.24

畜産実習
棟、動物
科学科実
習棟の鼠
駆除

随契１号
(少額)

6.6.25

6.7.26

6.8.27

6.9.26

6.10.29

7.1.31

6.12.26

6.11.29

２ 鼠駆除業務
㈱帝装化
成沼津営
業所

297,000 198,000 198,000

877,800 随契
6.4.1
～

7.3.31

6.5.16

電気設備
の保安管
理

三島南高校
6.6.28

6.7.19

6.8.30

小計

当初額
変　更
増減額

計

１
自家用電気工作
物保安管理業務

野木電気
管理事務
所

877,800 877,800

契約
締結
方法

契約
期間

支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要

6.10.30

6.9.27

委託料に関する調
（令和６年度）

（令和７年１月31日現在）

整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額
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(事務関係) 円 円 円 円 円

3,159,420 3,090,500 -975,660 2,114,840 一般

51,084 51,084 51,084 随契

7,497 7,497 7,497 随契

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

概算 概算

35,200 35,200 35,200 随契

概算 概算

99,000 99,000 99,000 随契

事務関係 計 13件 4,473,968

(工事関係)

１
有害物質含有調査
業務委託

275,000 220,000 -16,500 203,500 随契
6.9.2
～

6.9.30
203,500

工事関係 計 1件 203,500

合計 14件 4,677,468

円 円 円

14,256,000
2,851,200

1,322,750
438,900

15,578,750
3,290,100

参考
２

警備業務 セコム㈱ 19,965,000 19,965,000
6.10.1

～
11.9.30

職員室等
の機械警
備

三島北高校
６債務

参考
３

消防用設備等保
守点検業務

伊豆防災
機器㈱

8,156,104 8,156,104
6.4.1
～

7.3.31

消防用設
備等の保
守点検

三島北高校

参考
４

プール浄化装置
保守点検業務

東伸興産
㈱

194,700 194,700
6.4.8
～

6.10.18

プール浄
化装置の
保守点検

伊豆総合高校

参考
５

建築基準法第12
条に基づく定期
点検業務

㈲コーセ
イ産業

2,378,640 2,378,640
6.8.1
～

6.11.29

建築基準法
第12条定期
点検業務

伊豆中央高校

計 ５件

不燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

13
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

7.1.9
～

7.3.31

不燃物収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

11
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱東部処
理

6.11.21
～

7.2.28

８

インクルーシブな
学校運営モデル事
業に係る研修旅行
手配業務委託

㈱日本旅
行静岡支
店

6.9.13
～

6.11.29
6.11.29

参考
１

警備業務 セコム㈱
職員室等
の機械警
備

三島北高校
１債務

蛍光管収
集運搬処
分

随契１号
(少額)
概算契約

契約
期間

1.10.1
～

6.9.30

支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要
整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額 契約
締結
方法当初額

変　更
増減額

計

12
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬及
び処分）

㈱ホクセ
イ

6.12.11
～

7.3.28

随契１号
(少額)

10
産業廃棄物処理業
務（処分）

三光㈱
6.11.12

～
7.3.31

薬品処分

随契１号
(少額)

9
産業廃棄物処理業
務（収集・運搬）

日本産業
廃棄物処
理㈱

6.11.12
～

7.3.31

変　更
増減額

計

契約
期間

支　出
年月日

金額
整理
番号

委　託
業務名

 受託者
当初

設計金額

契約金額 契約
締結
方法

委託業務
の内容

摘要
当初額

6.11.29

東海プラ
ント分析
センター

㈱

工事計画
に伴う有
害物質含
有調査

随契１号
(少額)

2,114,840
研修旅行
手配

薬品収集
運搬
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□□□□□□

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支出

年月日

1
全国農業高等学校長協会
総会等参加費

全国農業高等学校長協会 実施要項 協議会等参加 3,000 5.4.17

2 有機ＪＡＳ講習会受講料
公益財団法人自然農法国際
研究開発センター

受講案内 講習会受講 11,000 5.5.8

3
全国高等学校長協会第75
回総会・研究協議会参加
費

静岡県高等学校長協会 実施要項 協議会等参加 2,000 5.5.9

4
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 16,500 5.5.23

5
三島地区安全運転管理協
会年会費

三島地区安全運転管理協会 会　　則
職員の交通安全意
識高揚

30,000 5.5.31

6 全国土の会年会費
東京農大発株式会社全国土
の会

規　　約 農業教育の振興 2,000 5.6.12

7
全国飲用牛乳公正取引協
議会会費・静岡支部会費

全国飲用牛乳公正取引協議
会　静岡支部

規　　約
飲用牛乳事業の改
善発達

16,600 5.6.26

8
全国農業高等学校長協会
関東支部大会参加費

全国農業高等学校長協会関
東支部総会並びに研究協議
会実施委員長

実施要項 大会参加 3,500 5.6.30

9
全国高等学校農場協会関
東支部大会参加費

第72回全国高等学校農場協
会関東支部大会実施委員長

実施要項 大会参加 7,000 5.6.30

10
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 23,100 5.7.18

11
食品衛生責任者養成講習
会受講料

静岡市食品衛生協会 受講案内 講習会受講 11,000 5.7.26

12
東海四県高等学校長生徒
指導連絡協議会参加費

静岡県高等学校長協会生徒
指導専門委員会　委員長

受講案内 協議会参加 2,000 5.7.31

13 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和５年４月から６月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

15,533,100 5.7.31

14
間宮用水組合費及び堰払
料

間宮用水組合 規　　約 農業教育の振興 2,440 5.8.25

15 全国和牛登録協会年会費 富士伊豆農業協同組合 規　　約 農業教育の振興 2,000 5.9.6

16
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 16,500 5.9.22

17
静岡県ホルスタイン協会
会費

静岡県ホルスタイン協会 規　　約 農業教育の振興 7,150 5.9.29

18 函南町畜産連合会会費 函南町畜産連合会 規　　約 農業教育の振興 6,100 5.9.29

19
安全運転管理者講習手数
料

一般社団法人静岡県安全運
転管理協会

受講案内 講習会受講 4,500 5.10.2

20
日本学校農業クラブ全国
大会令和５年度熊本大会
参加費

近畿日本ツーリスト株式会
社　熊本支店

受講案内 大会参加 5,000 5.10.19

負　担　金　支　出　調
(令和５年度)　　　　　
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整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支出

年月日

21
全国農業高等学校長協会
研究協議会参加費

近畿日本ツーリスト株式会
社　熊本支店

受講案内 協議会等参加 3,000 5.10.19

22 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和５年７月から11月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

25,591,500 5.10.31

23 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和５年10月から11月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

19,800 5.11.17

24 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和５年８月から11月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

39,600 5.12.19

25
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 4,400 5.12.19

26
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.1.18

27 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和５年12月から令和６年
３月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

20,453,400 6.1.31

28
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.2.15

29 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年１月から３月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

59,400 6.2.19

30
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.3.18

31
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.4.11

31件 61,981,190計
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□□□□□□

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支出

年月日

1
全国農業高等学校長協会
総会等参加費

全国農業高等学校長協会 実施要項 協議会等参加 3,000 6.4.22

2 有機ＪＡＳ講習会受講料
公益財団法人自然農法国際
研究開発センター

受講案内 講習会受講 11,000 6.5.13

3
全国高等学校長協会第76
回総会・研究協議会参加
費

静岡県高等学校長協会 実施要項 協議会等参加 4,000 6.5.14

4
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.5.15

5 全国土の会年会費
東京農大発株式会社全国土
の会

規　　約 農業教育の振興 2,000 6.5.23

6
三島地区安全運転管理協
会年会費

三島地区安全運転管理協会 会　　則
職員の交通安全意
識高揚

30,000 6.5.31

7
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 22,000 6.6.24

8
全国飲用牛乳公正取引協
議会会費・静岡支部会費

全国飲用牛乳公正取引協議
会　静岡支部

規　　約
飲用牛乳事業の改
善発達

16,600 6.6.24

9
全国農業高等学校長協会
関東支部総会参加費

全国農業高等学校長協会関
東支部総会並びに研究協議
会実施委員長

実施要項 総会参加 3,500 6.6.28

10
全国高等学校農場協会関
東支部大会参加費

第73回全国高等学校農場協
会関東支部大会実施委員長

実施要項 大会参加 7,000 6.6.28

11
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.7.12

12
東海四県高等学校長生徒
指導連絡協議会参加費

静岡県高等学校長協会生徒
指導専門委員会　委員長

受講案内 協議会参加 2,000 6.7.19

13 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年４月から６月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

14,968,800 6.7.31

14
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 8,800 6.8.15

15
間宮用水組合費及び堰払
料

間宮用水組合 規　　約 農業教育の振興 2,440 6.8.23

16
安全運転管理者講習手数
料

一般社団法人静岡県安全運
転管理協会

受講案内 講習会受講 4,500 6.9.13

17
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.9.13

18
静岡県ホルスタイン協会
会費

静岡県ホルスタイン協会 規　　約 農業教育の振興 7,150 6.9.30

19
全国農業高等学校長協会
理事会総会参加費

近畿日本ツーリスト株式会
社　盛岡営業所

実施要項 総会参加 3,000 6.10.8

負　担　金　支　出　調
(令和６年度)　　　　　
(令和７年１月31日現在)　　　　　

36



整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支出

年月日

20
日本学校農業クラブ全国
大会令和６年度岩手大会
参加費

近畿日本ツーリスト株式会
社　盛岡営業所

実施要項 大会参加 5,000 6.10.8

21
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.10.21

22 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年７月から11月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

24,651,000 6.10.31

23 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年４月から６月分
受給資格消滅

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

-29,700 6.11.8

24 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年７月から11月分
受給資格消滅

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

-49,500 6.11.8

25 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年７月から11月分
遡及認定

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

49,500 6.11.18

26
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 6.11.19

27 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年11月分
受給資格消滅

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

-9,900 6.11.29

28
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 17,600 6.12.20

29
函南町堆肥プラント利用
負担金

丹那地域堆肥生産利用組合 規　　約 農業教育の振興 26,400 7.1.20

30 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
令和６年12月から令和７年
３月分

高等学校等就学
支援金の支給に
関する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

19,602,000 7.1.31

30件 59,490,190計
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□□□□□□

円 円 　　　　　　円

374,000 341,000 0

円 円 　　　　　　円

2,090,000 2,090,000 0

円 円 　　　　　　円

3,366,000 3,146,000 0

円 円 　　　　　　円

1,716,000 1,716,000 0

円 円 　　　　　　円

825,000 825,000 0

合計 ５件 8,371,000 8,118,000 0

参考

円 円 　　　　　　円

14,124,000 13,068,000 165,000

合計 １件 14,124,000 13,068,000 165,000

令和６年度
　なし

当　初　額 変更増減額

　　契　　　約　　　金

1 教育管理費
令和５年度田方農業高等
学校屋外トイレ改修工事

田方郡函南町塚本
地内

5 教育管理費
令和５年度田方農業高等
学校浄化槽ばっ気槽エ
アー配管更新工事

田方郡函南町塚本
地内

整理
番号

予算科目 工　　事　　名 工 事 箇 所
当    初
設計金額

4 教育管理費
令和５年度田方農業高等
学校プール漏水修繕工事

田方郡函南町塚本
地内

3 教育管理費
令和５年度田方農業高等
学校本館会議室空調機更
新工事

田方郡函南町塚本
地内

整理
番号

予算科目

2 教育管理費

令和５年度田方農業高等学校
北館動力幹線絶縁不良改修・
生活館外部電源盤プルボック
ス修繕工事

田方郡函南町塚本
地内

1 教育管理費
令和５年度田方農業高等
学校本館屋上塔屋防水改
修工事

田方郡函南町塚本
地内

　　　　　　　　　　　　　　　　建　　　　築　　　　工

当　初　額 変更増減額
工　　事　　名 工 事 箇 所

当    初
設計金額

　　契　　　約　　　金
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　　　　　　円 　　　　　　円

341,000 341,000 －

　　　　　　円 　　　　　　円

2,090,000 2,090,000 －

　　　　　　円 　　　　　　円

3,146,000 3,146,000 済

　　　　　　円 　　　　　　円

1,716,000 1,716,000 －

　　　　　　円 　　　　　　円

825,000 825,000 －

8,118,000 8,118,000

　　　　　　円 　　　　　　円

13,233,000 13,233,000 －

13,233,000 13,233,000

摘　要
計

契約
締結
方法

受注者
着　　　手
完成(予定)
年　月　日

支出済額 工　事　概　要

随契1号(少額)令達年月
日 　6.1.23
最終支払年月日
6.4.12

制限付
き一般
競争

(株)大増建設
着手 5. 9.26
完成 6. 1.26

体育館、農場屋外トイレ改
修

本庁経理
沼津土木事務所
執行

公有
財産
台帳

着手 6. 1.31
完成 6. 3.29

浄化槽ばっ気槽エアー配管
更新

額

(有)朋栄随契

令達年月日
5.11.28
最終年月日
6.4.24

随契 片野設備(株)
着手  5.12.18
完成  6. 2.28

プール給水管漏水修繕

随契1号（少額）
令達年月日　5.11.30
最終支払年月日
6.3.25

北館動力幹線絶縁不良改修
生活館外部電源盤プルボッ
クス改修

随契1号（少額）
令達年月日　5.8.10
最終支払年月日
6.4.30

着手  5.12.20
完成  6. 3.22

会議室空調機更新３台

着手  5. 9.12
完成  6. 3.22

指名 鶴よし建設(株)

着手 5. 8.10
完成 5.10. 4

本館屋上塔屋防水改修

随契１号（少額）
令達年月日　 5.7.21
最終支払年月日
5.10.27

随契

随契 鶴よし建設(株)

㈱長沢電機

支出済額

　　  事　　　　　調

（令和５年度）

工　事　概　要
公有
財産
台帳

摘　要
着　　　手
完成(予定)
年　月　日計

額 契約
締結
方法

受注者
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□□□□□□

千円 千円 千円 千円

439.00㎡ 5,157 439.00㎡ 5,157 0㎡ 0

162本 6,863 162本 6,863

建10,405.48㎡ 建10,405.48㎡

延17,473.64㎡ 延17,473.64㎡

公　　有　　財　　産　　調

(令和５年度）

区分

令和５年３月31日現在 増 減 令和６年３月31日現在

摘要
数量又は面積

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又は面積 台帳価格台帳価格

行政財産 5,426,431 4,038 27,310 5,403,159

土   地 103,604.56㎡ 5,185,325 103,604.56㎡ 5,185,325

立木竹

建   物 191,335 19,694 171,641

工作物 125個 37,749 15個 4,038 3個 2,457 137個 39,330

地上権等 24,939.97㎡ 2 0㎡ 024,939.97㎡ 2

普通財産

土   地 0㎡ 0 0㎡ 0

工作物 0個 0 0個 0

公有財産に
準ずるもの

104 104

5件 104電話加入権 5件 104
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□□□□□□

(令和７年１月31日現在）

千円 千円 千円 千円

0㎡ 0 0㎡ 0

162本 6,863 3本 126 159本 6,737

建10,405.48㎡ 建10,405.48㎡

延17,473.64㎡ 延17,473.64㎡

公　　有　　財　　産　　調
(令和６年度）

区分

令和６年３月31日現在 増 減 令和７年１月31日現在

摘要
数量又は面積 台帳価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又
は面積

台帳
価格

数量又は面積 台帳価格

行政財産 5,403,159 126 5,403,033

土   地 103,604.56㎡ 5,185,325 103,604.56㎡ 5,185,325

立木竹

建   物 171,641 171,641

工作物 137個 39,330 137個 39,330

地上権等 0㎡ 0 0㎡ 0

普通財産

土   地 0㎡ 0 0㎡ 0

工作物 0個 0 0個 0

公有財産に
準ずるもの

104 104

5件 104電話加入権 5件 104
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□□□□□□

台帳 現況 単価 年額

円 円

1 土地
高等学
校敷地

田方郡函南町
　塚本字七反田
　　956－1～2
　　957－1～2
　　956－1地先
　　957－1地先
　塚本字松ﾉ木田
　　977－1～2

田畑

畑
・

実習
施設
・

農場
道路

5,076.61㎡ 3,173,373

H19.4.1

～

H39.3.31

東海財務局
静岡財務事
務所沼津出
張所長

実習
棟敷
地

2 土地
高等学
校敷地

田方郡函南町
　仁田101

庁舎
敷地

実習
施設

1,246.65㎡ 無償
R6. 4. 1

～
R9. 3.31

東部農林
事務所長

実習
敷地

3 土地
高等学
校敷地

田方郡函南町
　仁田101

庁舎
敷地

実習
施設

732.04㎡ 無償
R6. 4. 1

～
R9. 3.31

東部農林
事務所長

実習
敷地

4 建物 生活館
田方郡函南町
　塚本962

建396.09㎡
延604.54㎡

無償
R2. 4. 1

～
R7. 3.31

一般社団法人
静岡県立田方
農業高等学校
後援会長

教育
活動

5 建物 土置場
田方郡函南町
　塚本961

建  9.72㎡
延  9.72㎡

無償
R2. 4. 1

～
R7. 3.31

一般社団法人
静岡県立田方
農業高等学校
後援会長

教育
活動

6
工作
物

温室
田方郡函南町
　間宮745

1個
(108㎡)

無償
R2. 4. 1

～
R7. 3.31

一般社団法人
静岡県立田方
農業高等学校
後援会長

教育
活動

7
工作
物

築庭
田方郡函南町
　塚本961

1,503.00㎡ 無償
R2. 4. 1

～
R7. 3.31

一般社団法人
静岡県立田方
農業高等学校
後援会長

教育
活動

8
工作
物

時計
田方郡函南町
　間宮745

1個 無償
R2. 4. 1

～
R7. 3.31

静岡県立田方
農業高等学校
ＰＴＡ会長

教育
活動

9
占用
許可

夜間照
明電源
管敷設

田方郡函南町
　塚本字七反田
　 961番地先

道路 町道 L=5.0ｍ 免除
R4. 4. 1

～
R7. 3.31

函南町長
電力
供給

10
占用
許可

排水管
敷設

田方郡函南町
　塚本字七反田
　957－3地先

道路 町道
Φ75mm
L=4.0ｍ

免除
R4. 4. 1

～
R7. 3.31

函南町長 排水

11
占用
許可

排水管
敷設

田方郡函南町
　塚本字七反田
　956－9地先

道路 町道 Φ75mm
L=2.20m×３

免除
R4. 4. 1

～
R7. 3.31

函南町長 排水

両面電波時
計

借地借家等調

(令和7年1月31日現在）

整
理
番
号

区分 種別
所有者又は
契約者氏名

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾄﾀﾝ葺

地 目
用
途

契約期間
数量又
は面積

借  料

所 在 地

軽量鉄骨
ｱｰﾁﾊﾟｲﾌﾟ
ﾋﾞﾆｰﾙ張

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
造　2階建
一部鉄骨

自然観察園

42



台帳 現況 単価 年額

整
理
番
号

区分 種別
所有者又は
契約者氏名

地 目
用
途

契約期間
数量又
は面積

借  料

所 在 地

12
占用
許可

排水管
敷設

田方郡函南町
　塚本字七反田
　956－9地先

河川 水路 A=0.45㎡ 免除
R4. 4. 1

～
R7. 3.31

函南町長 排水

13
占用
許可

エフレ
ックス
管敷設

田方郡函南町
　塚本字坂田
　 961番地先

道路 町道

Φ100mm
L=4.0ｍ4本
Φ20mm
L=4.0ｍ2本

免除
R5. 4. 1

～
R8. 3.31

函南町長
電力
供給

14
占用
許可

下水道
本管取
り出し
管敷設

田方郡函南町
　仁田字塚田
　104－1地先

道路 町道
Φ150mm
L=3.5ｍ
A=0.53㎡

免除
R6. 4. 1

～
R9. 3.31

函南町長
下水
道

15
占用
許可

下水道
本管取
り出し
管敷設

田方郡函南町
　仁田字塚田
　104－1地先

道路 町道
Φ150mm
L=1.65ｍ
A=0.24㎡

免除
R6. 4. 1

～
R9. 3.31

函南町長
下水
道

16
占用
許可

通行路
の設置

田方郡函南町
　間宮731－7
　　　番地先

河川 水路 A=7.52㎡ 免除
R5. 4. 1

～
R8. 3.31

函南町長
教育
活動

17
占用
許可

排水管
敷設

田方郡函南町
　塚本字元作り
　954－3地先

道路 町道
Φ300mm
L=2.0ｍ
A=0.64㎡

免除
R4. 4. 1

～
R7. 3.31

函南町長 排水

18
工作
物

冷暖房
装置

田方郡函南町
　塚本961

一個 52,386,600
R3. 7. 1

～
R16.6.30

三井住友
ファイナン
ス＆リース
株式会社

普通
教室
空調

18
工作
物

冷暖房
装置

田方郡函南町
　塚本961

一個 2,278,263
R6. 7. 1

～
R19.6.30

NTT・TC
リース株式
会社静岡支
店

特別
教室
空調

18件 57,838,236計

43



□□□□□□

(令和６年度)　　　　　

(令和７年１月31日現在)

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

円 円 円 円 円 円

（契約日）
令和元年９月20日

令和
６年度

令和
７年度

令和
８年度

令和
９年度

令和
10年度

令和
11年度

円 円 円 円 円 円

（契約日）
令和６年９月13日

事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調

契約額区　　分
事業名又は

契約名
内　　　容

461,472 461,472 461,472 230,736

区　　分

1,123,705

電子複写機
賃貸借契約

電子複写機 ２台

2,307,360 230,736
長期継続契約

461,472

事業名又は
契約名

内　　　容 契約額

（契約額の年度別内訳）

224,741

（契約額の年度別内訳）

112,370 224,741 224,741
長期継続契約

224,741 112,371
電子複写機
賃貸借契約

電子複写機 ２台
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□□□□□□

数 量 貸 付 又 は 使 用

区分 種別 所 在 地 又 は 許 可 を 受 け た

台帳 現況 面 積 単 価 年 額 者 の 氏 名

田方郡 本 円 円 R  5. 4 .1

1 土地 函南町塚本 7 1,500 10,500 ～

961 R 10. 3.31

田方郡 本 R 2. 4. 1

2 土地 函南町塚本 15 1,500 22,500 ～

961外４筆 R 7. 3.31

田方郡 本 R 3. 7.19

3 土地 函南町仁田 1 1,500 1,500 ～

104-1 R 7. 3.31

田方郡 本 R 3. 4. 1

4 土地 函南町間宮 2 1,730 3,460 ～

745 R 8. 3.31

田方郡 本 R 3. 4. 1

5 土地 函南町間宮 6 1,730 10,380 ～

745 R 8. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

6 建物 函南町塚本 0.16 - 免除 ～

961 R ７. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

7 土地 函南町仁田 0.27 - 免除 ～

104 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

8 土地 函南町仁田 16.1 - 免除 ～

104 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 3. 3. 8

9 函南町仁田 11.59 - 免除 ～

104 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

10 土地 函南町塚本 9.72 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

11 土地 函南町塚本 1,503 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

12 土地 函南町塚本 0.11 - 210 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

13 土地 函南町塚本 700 - 免除 ～

962 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

14 土地 函南町間宮 108 - 免除 ～

745 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 4. 4. 1

15 建物 函南町塚本 88.27 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

生活館敷地

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地
函南町長 バス停

函南町長
町防災倉庫
敷地

土地
学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

学校

敷地

西日本電信電話㈱
静岡支店長

東京電力パワーグ
リッド㈱
静岡総支社長

東京電力パワーグ
リッド㈱
静岡総支社長

函南町長

学校

敷地

校舎
敷地
畑

学校

敷地

学校

敷地

学校

敷地

事務

所建

ＲＣ造
４階建

学校

敷地

校舎
敷地
畑

学校

敷地

校舎

敷地

整
理
番
号

学校

敷地

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

町防災倉庫
敷地

電力供給
本柱11本
支柱３本
支線１本

学校

敷地

校舎
敷地
畑

校舎

敷地

東京電力パワーグ
リッド㈱
静岡総支社長

電力供給
本柱1本

学校

敷地

行 政 財 産 貸 付 ・ 使 用 許 可 調

貸 付 ・
使 用 許 可
目 的

電気通信設備設
置
本柱４本
支線柱１本
支線2本

地　目 貸付料又は使用料

土置場敷地

学校

敷地

（令和7年1月31日現在）

校舎

敷地

一般社団法人静岡県
立田方農業高等学校
後援会長

学校

敷地

静岡県立田方農業
高等学校PTA会長

学校

敷地

電力供給
支線柱１本
支線１本

東京電力パワーグ
リッド㈱
静岡総支社長

電力供給
本柱１本
支線２本
地下ｹｰﾌﾞﾙ３本

事務

所建

ＲＣ造
４階建

函南町長 防災用無線

購買室

一般社団法人静岡県
立田方農業高等学校
後援会長

一般社団法人静岡県
立田方農業高等学校
後援会長

学校

敷地

校舎

敷地

一般社団法人静岡県
立田方農業高等学校
後援会長

自然観察園
敷地

ビニールハ
ウス敷地

函南町長
広域避難所
案内看板

学校

敷地

校舎

敷地

学校

敷地

学校

敷地

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

学校

敷地
畑

貸付又は使
用許可期間
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数 量 貸 付 又 は 使 用

区分 種別 所 在 地 又 は 許 可 を 受 け た

台帳 現況 面 積 単 価 年 額 者 の 氏 名

田方郡 ㎡ R 4. 4. 1

16 土地 函南町塚本 5.55 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

17 建物 函南町塚本 3.30 - 免除 ～

961 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

18 土地 函南町塚本 10.80 - 免除 ～

961 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 4. 4. 1

19 建物 函南町塚本 3.30 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 4. 4. 1

20 土地 函南町塚本 10.80 - 免除 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 2. 4. 1

21 土地 函南町間宮 1 - 免除 ～

745 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

22 建物 函南町塚本 361.44 - 無償 ～

961 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

23 土地 函南町塚本 2 - 無償 ～

961 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

24 建物 函南町塚本 162 - 無償 ～

954-3 R 9. 3.31

田方郡 個 R 6. 4. 1

25 工作物 函南町間宮 1 - 無償 ～

745 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 4. 1

26 土地 函南町間宮 302 - 無償 ～

745 R 9. 3.31

田方郡 ㎡ R 4. 4. 1

27 建物 函南町塚本 8 - 1,367,300 ～

961 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 2.16

28 建物 函南町仁田 1.28 - 免除 ～

104 R 7. 3.31

田方郡 ㎡ R 6. 2.16

29 土地 函南町仁田 7 - 免除 ～

104 R 7. 3.31

田方郡 個 R 6. 5. 1

30 工作物 函南町塚本 1 - 免除 ～

961 R 6. 5.27

田方郡 個 R 6.10. 7

31 工作物 函南町塚本 1 - 免除 ～

961 R 6.10.31

1,415,850

事務

所建
鉄骨造 函南町長

停電時電源
切替装置

囲障
函南町選挙管理委員
会

選挙公営ポ
スター掲示
場

囲障

木製

函南町選挙管理委員
会

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

静岡県立田方農業
高等学校後援会長

団体職員駐
車場

学校

敷地

学校

敷地

事務

所建

ＲＣ造
４階建

雑屋
建

事務

所建

ＲＣ造
４階建

事務

所建

校舎

敷地

ＲＣ造
４階建

静岡県立沼津特別支
援学校長

学校

敷地

学校

敷地

鉄骨造
平屋建

温室
装置

合計

事務

所建

ＲＣ造
４階建

学校

敷地

両面電波時
計

整
理
番
号

学校

敷地

伊豆田方分
校　指標

静岡県立沼津特別支
援学校長

貸 付 ・
使 用 許 可
目 的

伊豆田方分
校　実習棟

静岡県立沼津特別支
援学校長

静岡県立沼津特別支
援学校長

伊豆田方分
校　実習温
室

伊豆田方分
校　実習用
地

鉄骨パイプ

畑

コカ・コーラボトラー
ズジャパン(株)中部日
本営業本部静岡支社長

自動販売機
４台

地　目 貸付料又は使用料

静岡県立田方農業
高等学校PTA会長

団体職員駐
車場

静岡県立沼津特別支
援学校長

伊豆田方分
校　校舎

学校

敷地

校舎

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

静岡県立田方農業
高等学校PTA会長

団体職員駐
車場

団体職員執
務場所

貸付又は使
用許可期間

静岡県立田方農業
高等学校PTA会長

団体職員執
務場所

学校

敷地

学校

敷地
畑

静岡県立田方農業
高等学校PTA会長

静岡県立田方農業
高等学校後援会長

選挙公営ポ
スター掲示
場

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地
函南町長

発電機格納
倉庫敷地

木製
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□□□□□□

数 量 貸 付 又 は 使 用

区分 種別 所 在 地 又 は 許 可 を 受 け た

台帳 現況 面 積 単 価 年 額 者 の 氏 名

田方郡 本 R 6. 4. 1

1 土地 函南町塚本 2 1,500 3,000 ～

956-1 R 9. 3.31

田方郡 本 R 6. 4. 1

2 土地 函南町塚本 4 1,500 6,000 ～

956-1 R 9. 3.31

9,000

学校

敷地

学校

敷地

校舎
敷地
畑

西日本電信電話㈱
静岡支店長

電気通信
設備設置
本柱１本
支線１本

学校

敷地

学校

敷地

校舎

敷地

東京電力パワーグ
リッド㈱
静岡総支社長

電力供給
本柱３本
支線１本

普 通 財 産  ・ 借 受 財 産 等 貸 付 調

（令和７年１月31日現在）
整
理
番
号

地　目 貸付料又は使用料 貸 付 又は
使 用 許可
期 間

貸 付 ・
使 用 許 可
目 的

合計
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□□□□□□

大・中 小

円
22,234,400

2 ７－１加工用機器 牛乳処理設備
食品製造授業用
週1日(年間約50日)

平成
10. 1

18,133,000

3 ７－１その他の農産用機器 複合環境制御装置
実習用データ収集用
毎日(年間365日)

令和
4.3

16,500,000

4 ５－４培養機器
バイオリアクター装置
島津MBRS-051J

応用微生物等授業用
月2,3日
　(年間約30日)

 平成
5. 2

15,336,700

5 ７－１環境整備用機器 温室制御実習装置
実習用データ収集用
毎日(年間365日)

 平成
9. 3

12,232,400

6 ５－４培養機器 クリーンルーム　制御盤
植物バイオ等授業用
毎日(年間約200日)

平成
1. 3

10,780,000

7 ７－３環境整備用機器 堆肥プラント設備
飼育管理用
毎日(年間365日)

平成
22. 3

8,925,000

8 ７－１その他の農産用機器 冷蔵庫・発芽庫
栽培実習等授業用
毎日（年間365日）

令和
3. 3

7,678,000

9 ５－99試験実験機器
細胞融合装置
べックス　LF

植物バイオ等授業用
毎日（年間200日）

平成
8. 2

6,684,700

10 ２－１
パーソナルコンピュータ
（一式）

県立学校ICT環境整備機器一
式

情報等授業用
毎日(年間約200日)

令和
1. 8

5,850,036

11 ７－１育成用機器 順化室設備備品
植物バイオ等授業用
毎日(年間365日)

 平成
2. 3

4,944,000

12 ５－４乾燥装置
凍結乾燥機
朝日LCJ-10S

食品栄養等授業用
月2,3日
　(年間約30日)

平成
7.11

4,738,000

13 ８－１特殊自動車
酪農用トラクター
クボタGM75QBSDV-R1

牧草収穫等用
週3日(年間約150日)

平成
19. 3

4,552,695

14 ７－１加工用機器
真空巻締機
401型

食品製造等授業用
月2,3日
　(年間約30日)

 平成
3. 3

4,532,000

15 ７－３環境整備用機器
環境整備用機器
バーンクリーナー
右回転 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ﾌｯｸ式ﾁｪｰﾝ外

飼育管理用
毎日(年間365日)

平成
29. 3

4,287,600

16 ７－１加工用機器
レトルト装置
ニッセンPRG

食品製造等授業用
週2日(年間約100日)

平成
12. 3

4,200,000

17 ７－１加工用機器
オーブン
三幸機械TMC

食品製造等授業用
週2日(年間約100日)

平成
11. 3

3,990,000

18 ７－３給餌用機器 自動給餌装置
飼育管理用
毎日(年間365日)

平成
10. 1

3,953,250

19 ７－１育成用機器 水耕栽培装置
野菜生産用
毎日(年間300日)

平成
11. 3

3,769,500

20 ７－３給餌用機器 ボトムアンローダ
飼育管理用
毎日(年間365日)

平成
2.3

3,653,410

実習用データ収集用
毎日(年間365日)

主要備品調

購入
年月

購入金額利用状況

（令和7年1月31日現在）

 平成
7. 3

温室複合環境制御装置
マイコン制御式

整理
番号

区        分
品名・規格

1 ７－１環境整備用機器
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品種 出 生 購 入

牛 乳用牛 17 15 15 13 0 13 19 実習

犬 柴犬 2 0 0 2 実験

馬 ポニー 1 0 0 1 実験

羊 緬羊 1 0 0 1 実験

21 15 0 0 15 13 0 0 0 13 23

品種 出 生 購 入

牛 乳用牛 19 7 7 5 5 21 実習

犬 柴犬 2 0 0 2 実験

馬 ポニー 1 0 0 1 実験

羊 緬羊 1 0 0 1 実験

23 7 0 0 7 5 0 0 0 5 25計

減

頭羽数
差  引

摘 要分
類
換

購
入

管理換
そ の 他

計
分類換売却 死

亡
管 理 換
そ の 他

□□□□□□

動　物　管　理　状　況　調

(令和７年１月31日現在）

品 名
区分

令和６
年３月
31日現
在頭羽

数

増

計

□□□□□□

動　物　管　理　状　況　調

(令和５年度）

品 名
区分

令和５
年３月
31日現
在頭羽

数

増 減

頭羽数
差  引

摘 要管 理 換
そ の 他

計

計

分
類
換

購
入

管理換
そ の 他

計
分類換売却 死

亡
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□□□□□□

生産物受払調
（令和７年１月31日現在）

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

770 770 770 0 0 0 5 0

90 317 403 227 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

94,979 82,051 72,739 △ 12,928 29 27 12 △ 2 31,478 25,925 22,145 △ 5,553 0 0 113 0

95,069 82,368 73,142 △ 12,701 29 27 12 △ 2 31,478 25,925 22,145 △ 5,553 0 0 113 0

40.88 33.67 28.76 △ 7.21 0.00 0.00 22.60 0.00

△ 17.6 0.0

89,927 77,444 68,842 △ 12,483 15 13 5 △ 2 31,478 25,882 21,811 △ 5,596 0 0 113 0

10,194,683 9,767,312 9,099,510 △ 427,371 3,865,760 2,662,888 867,596 △ 1,202,872 1,698,843 1,378,726 1,320,844 △ 320,117 0 0 57,100 0

分類換 4,825 4,520 3,988 △ 305 14 14 5 0 0 0

管理換
その他

1 43 211

94,752 81,965 72,830 △ 12,788 29 27 10 △ 2 31,478 25,925 22,022 △ 5,596 0 0 113 0

317 403 312 86 0 0 0 0 0 0 123 0 0 0 0 0

３年度
払出し
４年度
調定額
936,578
円
４年度
払出し
５年度
調定予
定額
780,878
円

４年度
払出し
５年度
調定額
780,878
円
５年度
払出し
６年度
調定予
定額
1,055,0
80円

５年度
払出し
６年度
調定額
1,055,0
80円
６年１
月払出
し
７年２
月調定
予定額
636,998
円

７年２
月調定
予定額
20,970
円

　　品  名
 　（単位）

区　分

生乳（kg) 牛（頭） 鉢物（鉢） サツマイモ(kg)

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

50 50 50 0 20 20 20 0 50 50 50 0 30 30 30 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0.0000 0.0000 0.0000 0 0 0 0 0

389 293 183 △ 96 46.4 42.8 3.2 △ 3.6 390.0000 387.0000 193.5745 △ 3 119.0 114.1 85.0 △ 5

389 293 183 △ 96 46.4 42.8 3.2 △ 3.6 390.0000 387.0000 193.5745 △ 3 119.0 114.1 85.0 △ 4.9

7.78 5.86 3.66 △ 1.92 2.32 2.14 0.16 △ 0.18 7.80 7.74 3.87 △ 0.06 3.97 3.80 2.83 △ 0.16

△ 24.7 △ 7.8 △ 0.8 △ 4.1

389 293 183 △ 96 46.4 42.8 3.2 △ 3.6 390.0000 387.0000 193.5745 △ 3 119.0 114.1 85.0 △ 4.9

37,230 38,080 11,840 850 11,600 10,700 800 △ 900 93,800 87,840 44,200 △ 5,960 35,700 34,230 25,500 △ 1,470

0 0 0 0

389 293 183 △ 96 46.4 42.8 3.2 △ 3.6 390.0000 387.0000 193.5745 -3.0000 119.0 114.1 85.0 △ 4.9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

野菜苗（鉢） キュウリ（kg） じゃがいも（kg） 玉ねぎ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

100 100 100 0 50 50 50 0 180 180 180 0 160 160 160 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

344.500 152.250 182.731 △ 192.25 46.7 26.0 11.1 △ 20.7 388 138 90 △ 250 92.670 112.206 115.200 19.536

344.500 152.250 182.731 △ 192.25 46.7 26.0 11.1 △ 20.7 388 138 90 △ 250 92.670 112.206 115.200 19.536

3.45 1.52 1.83 △ 1.92 0.93 0.52 0.22 △ 0.41 2.16 0.77 0.50 △ 1.39 0.58 0.70 0.72 0.12

△ 55.8 △ 44.3 △ 64.4 21.1

344.500 152.250 182.531 △ 192.25 46.7 26.0 11.1 △ 20.70 388 138 90 △ 250 92.670 112.206 115.200 19.536

172,250 91,350 109,520 △ 80,900 28,020 15,600 6,660 △ 12,420 194,000 68,800 45,000 △ 125,200 41,700 50,490 57,550 8,790

0 0 0 0

0.20

344.500 152.250 182.731 △ 192.25 46.7 26.0 11.1 -20.7 388 138 90 △ 250 92.670 112.206 115.200 19.536

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ブロッコリー（kg）なす（kg） ミニトマト（kg） トマト（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

15 15 15 0 20 20 20 0 5 0 0 △ 5 5 5 5 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24.5000 15.2735 16.5000 △ 9.2265 68.72 48.46 53.40 △ 20.26 0.28 0.00 0.00 △ 0.28 43.8440 49.2310 70.4096 5.3870

24.5000 15.2735 16.5000 △ 9.2265 68.72 48.46 53.40 △ 20.26 0.28 0.00 0.00 △ 0.28 43.8440 49.2310 70.4096 5.3870

1.63 1.02 1.10 △ 0.62 3.44 2.42 2.67 △ 1.01 0.06 0.00 0.00 △ 0.06 8.77 9.85 14.08 1.08

△ 37.7 △ 29.5 △ 100.0 12.3

24.5000 15.2735 16.5000 △ 9.2265 68.72 48.46 48.60 △ 20.26 0.28 0.00 0.00 △ 0.28 43.8440 49.2310 70.4096 5.3870

36,750 22,910 24,750 △ 13,840 34,360 24,230 24,300 △ 10,130 420 0 0 △ 420 15,345 17,230 24,640 1,885

0 0 0 0

4.80

24.5000 15.2735 16.5000 △ 9.2265 68.72 48.46 53.40 △ 20.26 0.28 0.00 0.00 △ 0.28 43.8440 49.2310 70.4096 5.3870

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

茎ブロッコリー(kg) ミズナ（kg） ゴボウ（kg） チンゲンサイ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

15 15 0 0 10 10 10 0 0 85 85 85 50 50 50 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.700 4.858 0.000 4.158 74.850 67.425 107.600 △ 7.425 0.000 35.336 44.000 35.336 68.6300 176.1594 204.3170 107.5294

0.700 4.858 0.000 4.158 74.850 67.425 107.600 △ 7.425 0.000 35.336 44.000 35.336 68.6300 176.1594 204.3170 107.5294

0.05 0.32 0.00 0.28 7.49 6.74 10.76 △ 0.74 0.00 0.42 0.52 0.42 1.37 3.52 4.09 2.15

594.0 △ 9.9 0.0 156.7

0.700 4.858 0.000 4.158 74.850 67.425 107.600 △ 7.425 0.000 35.336 44.000 35.336 68.6300 176.1594 204.3170 107.5294

490 3,400 0 2,910 29,940 26,970 43,040 △ 2,970 0 10,600 13,200 10,600 36,600 93,940 116,300 57,340

0 0 0 0

0.700 4.858 0.000 4.158 74.850 67.425 107.600 △ 7.425 0.000 35.336 44.000 35.336 68.6300 176.1594 204.3170 107.5294

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

スイスチャード(kg) 小松菜（kg） 長ネギ(kg) ピーマン（kg）

面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

5 5 5 0 70 70 0 0 5 5 5 0 600 600 600 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18.81 7.78 6.10 △ 11.03 66.4 4.8 0.0 △ 61.6 4.65 13.89 0.90 9.24 215.00 287.25 265.50 72.25

18.81 7.78 6.10 △ 11.03 66.4 4.8 0.0 △ 61.6 4.65 13.89 0.90 9.24 215.00 287.25 265.50 72.25

3.76 1.56 1.22 △ 2.21 0.95 0.07 0.00 △ 0.88 0.93 2.78 0.18 1.85 0.36 0.48 0.44 0.12

△ 58.6 △ 92.8 198.7 33.6

18.81 7.78 6.10 △ 11.03 66.4 4.8 0.0 △ 61.6 4.65 13.89 0.90 9.24 215.00 287.25 265.50 72.25

18,810 7,780 6,100 △ 11,030 6,640 480 0 △ 6,160 4,650 13,890 900 9,240 43,000 57,450 53,100 14,450

0 0 0 0

18.81 7.78 6.10 △ 11.03 66.4 4.8 0.0 △ 61.6 4.65 13.89 0.90 9.24 215.00 287.25 265.50 72.25

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ハクサイ（kg）いんげん（kg） カブ（kg） パプリカ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

15 15 0 0 0 0 5 0 0 0 5 0 15 0 0 △ 15

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28.55 32.40 0.00 3.85 0 0 18 0 0 0 7.2 0 1 0 0 △ 1

28.55 32.40 0.00 3.85 0 0 18 0 0 0 7 0 1 0 0 △ 1

1.90 2.16 0.00 0.26 0.00 0.00 3.60 0.00 0.00 0.00 1.44 0.00 0.07 0.00 0.00 △ 0.07

13.5 0.0 0.0 △ 100.0

28.55 32.40 0.00 3.85 0 0 18 0 0 0 7.2 0 1 0 0 △ 1

31,310 36,480 0 5,170 0 0 4,500 0 0 0 7,200 0 1,200 0 0 △ 1,200

0 0 0 0

28.55 32.40 0.00 3.85 0 0 18 0 0 0 7.2 0 1 0 0 △ 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カボチャ(kg)ポップコーン（kg） ミニカボチャ(kg) 青トウガラシ（kg）

面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

15 0 15 △ 15 240 240 240 0 0 100 100 100 15 15 15 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1.60 0.00 18.75 △ 1.6 238.534 245.005 160.000 6.471 0.000 13.536 27.000 13.536 18.8 16.6 16.9 △ 2.2

1.60 0.00 18.75 △ 1.6 238.534 245.005 160.000 6.471 0.000 13.536 27.000 13.536 18.8 16.6 16.9 △ 2.2

0.11 0.00 1.25 △ 0.11 0.99 1.02 0.67 0.03 0.000 0.135 0.270 0.14 1.25 1.11 1.13 △ 0.15

△ 100.0 2.7 0.0 △ 11.7

1.60 0.00 18.75 △ 1.6 238.534 245.005 160.000 6.471 0.000 13.536 27.000 13.536 18.8 16.6 15.8 △ 2.2

4,800 0 37,500 △ 4,800 35,780 36,750 24,000 970 0 2,030 2,700 2,030 22,560 19,920 18,960 △ 2,640

0 0 0 0

1.1

1.60 0.00 18.75 △ 1.6 238.534 245.005 160.000 6.471 0.000 13.536 27.000 13.536 18.8 16.6 16.9 △ 2.2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

落花生（kg） キャベツ（kg） レタス（kg） 甘長トウガラシ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

5 5 5 0 10 10 0 0 10 10 10 0 10 10 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25.336 19.850 2.850 △ 5.486 10.725 1.425 0.000 △ 9.300 64.9040 76.9793 63.7000 12.0753 7.5500 0.1334 0.0000 △ 7.4166

25.336 19.850 2.850 △ 5.486 10.725 1.425 0.000 △ 9.300 64.9040 76.9793 63.7000 12.0753 7.5500 0.1334 0.0000 △ 7.4166

5.07 3.97 0.57 △ 1.10 1.07 0.14 0.00 △ 0.93 6.49 7.70 6.37 1.21 0.76 0.01 0.00 △ 0.74

△ 21.7 △ 86.7 18.6 △ 98.2

25.336 19.850 2.850 △ 5.486 10.725 1.425 0.000 △ 9.300 64.9040 76.9793 57.7000 12.0753 7.5500 0.1334 0.0000 △ 7.4166

22,040 15,880 2,280 △ 6,160 8,580 1,140 0 △ 7,440 45,430 53,880 40,390 8,450 11,325 200 0 △ 11,125

0 0 0 0

6.00

25.336 19.850 2.850 (5.486) 10.725 1.425 0.000 △ 9.300 64.9040 76.9793 63.7000 12.0753 7.5500 0.1334 0.0000 △ 7.4166

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

春菊（kg） サンチュ（kg） 非結球レタス（kg） ベビーリーフ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

10 10 10 0 0 10 0 10 0 10 0 10 300 300 300 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7.0 3.0 16.8 △ 4.0 0.000 1.075 0.000 1.075 0.0 1.2 0.0 1.2 625.50 611.22 511.00 (14.28)

7.0 3.0 16.8 △ 4.0 0.000 1.075 0.000 1.075 0.0 1.2 0.0 1.2 625.50 611.22 511.00 (14.28)

0.70 0.30 1.68 △ 0.40 0.00 0.11 0.00 0.11 0.00 0.12 0.00 0.12 2.09 2.04 1.70 (0.05)

△ 57.1 0.0 0.0 (2.28)

7.0 3.0 16.8 △ 4.0 0.000 1.075 0.000 1.075 0.0 1.2 0.0 1.2 625.50 611.22 511.00 (14.28)

7,000 3,000 16,800 △ 4,000 0 1,720 0 1,720 0 1,920 0 1,920 62,550 61,122 51,100 △ 1,428

0 0 0 0

7.0 3.0 16.8 △ 4.0 0.000 1.075 0.000 1.075 0.0 1.2 0.0 1.2 625.50 611.22 511.00 (14.28)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ロメインレタス（kg） パクチー（kg） ルッコラ（kg） 大根（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

10 10 10 0 0 10 0 10 10 10 10 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8.30 2.80 0.00 △ 5.50 4.00 2.62 11.10 △ 1.38 0.0 3.8 0.0 3.8 17.500 19.006 57.300 1.506

8.30 2.80 0.00 △ 5.50 4.00 2.62 11.10 △ 1.38 0.0 3.8 0.0 3.8 17.500 19.006 57.300 1.506

0.00 0.00 0.00 0.00 0.40 0.26 1.11 △ 0.14 0.00 0.38 0.00 0.38 1.75 1.90 5.73 0.15

0.0 △ 34.5 0.0 8.6

8.30 2.80 0.00 △ 5.50 4.00 2.62 11.10 △ 1.38 0.0 3.8 0.0 3.8 17.500 19.006 57.300 1.506

12,450 4,200 0 △ 8,250 4,800 3,010 11,100 △ 1,790 0 1,900 0 1,900 2,450 2,660 9,550 210

0 0 0 0

8.30 2.80 0.00 △ 5.50 4.00 2.62 11.10 △ 1.38 0.0 3.8 0.0 3.8 17.500 19.006 57.300 1.506

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

切り干し大根（kg） 二十日大根（kg） ビーツ（kg） ニンジン(kg)

面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 5 5 5 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.00 0.00 18.958 0.00 0.00 0.00 2.8 0.00 17 22 0 5.000 10.0425 8.3600 0.5000 △ 1.6825

0.00 0.00 18.958 0.00 0.00 0.00 2.800 0.00 17 22 0 5.000 10.0425 8.3600 0.5000 △ 1.6825

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.700 2.200 0.000 0.500 2.01 1.67 0.10 △ 0.34

0.0 0.0 29.412 △ 16.8

0.00 0.00 18.958 0.00 0.00 0.00 2.8 0.00 17 22 0 5.000 10.0425 8.3600 0.5000 △ 1.6825

0 0 13,270 0 0 0 1,680 0 5,100 6,600 0 1,500 10,700 8,360 500 △ 2,340

0 0 0 0

0.00 0.00 18.958 0.00 0.00 0.00 2.8 0.00 17 22 0 5 10.0425 8.3600 0.5000 △ 1.6825

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

紫キャベツ（kg） タアサイ（kg）フリルレタスフリルレタス

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

5 5 0 0 5 0 0 △ 5 140 140 140 0 50 50 50 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

73 94 0 21 81 0 0 △ 81 31.02000 41.68400 53.96735 10.66400 32.75 0.98 24.00 △ 31.77

73 94 0 21 81 0 0 △ 81 31.02000 41.68400 53.96735 10.66400 32.75 0.98 24.00 △ 31.77

14.60 18.80 0.00 4.20 16.20 0.00 0.00 △ 16.20 0.22 0.30 0.39 0.08 0.66 0.02 0.48 △ 0.64

28.8 △ 100.0 34.4 △ 97.0

73 94 0 21.00 81 0 0 △ 81 31.02000 41.68400 53.96735 10.66400 32.75 0.98 24.00 △ 31.77

18,250 23,500 0 5,250 28,350 0 0 △ 28,350 16,680 25,010 32,380 8,330 32,750 980 24,000 △ 31,770

0 0 0 0

73 94 0 21 81 0 0 △ 81 31.02000 41.68400 53.96735 10.66400 32.75 0.98 24.00 △ 31.77

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カリフラワー（kg） サトイモ（kg） ホウレンソウ（kg） 枝豆（kg）

面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

15 15 15 0 5 5 0 0 5 5 5 0 5 5 5 0

0.000 0.000 0.000 0.000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42.800 11.600 21.884 (31.200) 1.5 0.5 0.0 △ 1.0 10.8 10.8 75.9 0.0 5.500 2.600 23.009 (2.900)

42.800 11.600 21.884 (31.200) 1.5 0.5 0.0 △ 1.0 10.8 10.8 75.9 0.0 5.500 2.600 23.009 -2.900

2.853 0.773 1.459 (2.080) 0.30 0.10 0.00 △ 0.20 2.16 2.16 15.18 0.00 1.100 0.520 4.602 (0.580)

(72.897) △ 66.7 0.0 (52.727)

42.800 11.600 19.584 (31.200) 1.5 0.5 0.0 △ 1.0 10.8 10.8 75.9 0.0 5.500 2.600 23.009 (2.900)

51,360 13,920 23,500 △ 37,440 750 250 0 △ 500 10,800 10,800 75,900 0 3,850 1,820 16,100 △ 2,030

0 0 0 0

2.300

42.800 11.600 21.884 (31.200) 1.5 0.5 0.0 △ 1.0 10.8 10.8 75.9 0.0 5.500 2.600 23.009 -2.900

0.000 0.000 0.000 0.000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ししとう（kg） コネギ（kg） オクラ（kg） ズッキーニ（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

5 0 0 △ 5 5 5 0 0 5 0 0 △ 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1.6 0.0 0.0 △ 1.6 19.500 4.434 0.000 △ 15.066 4.0 0.0 0.0 △ 4.0 4,720 5,995 4,278 1,275

1.6 0.0 0.0 △ 1.6 19.500 4.434 0.000 △ 15.066 4.0 0.0 0.0 △ 4.0 4,720 5,995 4,278 1,275

0.32 0.00 0.00 △ 0.32 3.90 0.89 0.00 △ 3.01 0.80 0.00 0.00 △ 0.80

△ 100.0 △ 77.3 △ 100.0

1.6 0.0 0.0 △ 1.6 19.500 4.434 0.000 △ 15.066 4.0 0.0 0.0 △ 4.0 4,675 5,281 3,960 606

1,200 0 0 △ 1,200 11,700 2,660 0 △ 9,040 4,000 0 0 △ 4,000 1,402,500 1,584,300 1,188,000 181,800

0 0 0 0

45 714

1.6 0.0 0.0 △ 1.6 19.500 4.434 0.000 △ 15.066 4.0 0.0 0.0 △ 4.0 4,720 5,995 3,960 606

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 318 0

モロヘイヤ（kg） ロマネスコ（kg） 大豆（kg） イチゴジャム（個）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

570 570 570 0 130 130 130 0 30 30 30 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

136 106 85 △ 30 325 21 114 △ 304 121 106 192 △ 15 85.00 51.00 7.05 -34.00

136 106 85 △ 30 325 21 114 △ 304 121 106 192 △ 15 85.00 51.00 7.05 -34.00

0.57 0.04 0.20 △ 0.53 0.93 0.82 1.48 △ 0.12 2.83 1.70 0.24 △ 1.13

△ 93.5 △ 12.4 △ 40.0

136 106 85 △ 30 325 21 114 △ 304 121 106 192 △ 15 85.00 51.00 7.05 (34.00)

149,600 116,600 93,500 △ 33,000 156,000 10,080 58,140 △ 145,920 111,000 101,300 204,100 △ 9,700 105,800 60,000 9,400 △ 45,800

0 0 0 0

136 106 85 △ 30 325 21 114 △ 304 121 106 192 △ 15 85.00 51.00 7.05 -34.00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精米（kg） メロン（個） イチゴ（kg）イチゴジャム（箱）

面積（㎡） 面積（㎡）面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 5,805 0 5,805 8,862 9,094 7,808 232 22,920 21,693 18,013 △ 1,227 7.0 7.6 0.0 0.6

0 5,805 0 5,805 8,862 9,094 7,808 232 22,920 21,693 18,013 △ 1,227 7.0 7.6 0.0 0.6

0 5,805 0 5,805 8,691 8,872 7,542 181 22,914 21,680 17,888 △ 1,234 7.0 7.6 0.0 0.6

0 96,750 0 96,750 747,680 995,680 845,220 248,000 1,951,920 2,412,770 1,974,440 460,850 14,000 15,200 0 1,200

0 171 181 157 10 6 6 7 0 0

41 67 7 25

0 5,805 0 5,805 8,862 9,094 7,766 191 22,920 21,693 17,920 △ 1,234 7.0 7.6 0.0 0.6

0 0 0 0 0 0 42 0 0 0 93 0 0 0 0 0

７年２
月調定
予定額
70,680
円

7年２月
調定予
定額
150,840
円

干し柿（kg）堆肥（kg） 牛乳（個） コーヒー牛乳（個）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

530 530 530 0 25 25 25 0 80 80 80 0 5 5 5 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 20 0 0 35 44 35 9 75 57 0 △ 18 6.0 8.0 0.0 2.0

20 20 0 0 35 44 35 9 75 57 0 △ 18 6.0 8.0 0.0 2.0

0.0 0.0 0.0 0.0 1.40 1.76 1.40 0.36 0.94 0.71 0.00 △ 0.23 1.20 1.60 0.00 0.40

0.0 25.7 △ 24.0 33.3

20 20 0 0 35 44 35 9 75 57 0 △ 18 6.0 8.0 0.0 2.0

4,000 4,000 0 0 21,000 26,400 21,000 5,400 18,750 14,250 0 △ 4,500 1,800 2,400 0 600

0 0 0 0

20 20 0 0 35 44 35 9 75 57 0 △ 18 6.0 8.0 0.0 2.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キウイ（kg） みかん（kg） きんかん（kg）柿（kg）

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）
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分類換

管理換
その他

　　品  名
 　（単位）

区　分

受
　
高

前年度繰越高

 本年度生産高（イ）

計

単位数量
（イ／ア）

残高又は繰越数量

摘　　要

同前年比
（％）

（b-a）/a×
100

払
　
　
高

売払数量

売払金額

非売品
数　量

計

全体の生産母
体の単位を次
の中から選択
又は適宜記入
する。（ア）
面積（ha、a、
㎡、反、等）
数量（個、
鉢、本、 頭、
匹、羽、ﾊﾟｯ
ｸ、等）
長さ（ｍ、
等）
重さ（t、kg、
等）等

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

令和
４年度

a

令和
5年度

b

令和7年
１月
31日
現在

差
b - a

5 5 5 0 680 680 680 0 20 20 20 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47 30 0 △ 17 45 44 27 △ 1 42.5 46.0 31.5 3.5

47 30 0 △ 17 45 44 27 △ 1 42.5 46.0 31.5 3.5

9.40 6.00 0.00 △ 3.40 0.07 0.06 0.04 △ 0.00 2.13 2.30 1.58 0.18

△ 36.2 △ 2.2 8.2

47 30 0 △ 17 45 44 27 △ 1 42.5 46.0 31.5 3.5

14,100 9,000 0 △ 5,100 20,250 19,800 12,150 △ 450 42,500 46,000 31,500 3,500 21,829,256 20,339,138 16,803,310 △ 1,490,118

0 0 0

47 30 0 △ 17 45 44 27 △ 1 42.5 46.0 31.5 3.5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３年度払出し
４年度調定額
936,578円
４年度払出し
５年度調定予定額
780,878円

４年度払出し
５年度調定額
780,878円
５年度払出し
６年調定予定額
1,055,080円

５年度払出し
６年度調定額
1,055,080円
７年１月払出し
７年２月調定予定
額879,488円

合　計ネーブル（kg） 梨（kg） イチジク（kg）

面積（㎡）面積（㎡） 面積（㎡）
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□□□□□

(令和７年４月１日現在）
整理
番号

職　名 氏 名 事　務　分　担 住所
勤
年

務
数

摘　　　　要

1 校 長 久保田 豊　和 □□□ □年 □月 □□□□□□

2 副 校 長 植　平 充　彦 □□□ □年 □月 □□□□□□

3 教 頭 坂　田 宜　子 国 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

4 事 務 長 大  塚 智  美 事 務 総 括 □□□ □年 □月 □□□□□□

5 教 諭 黒  津 真  弓 国 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

6 教 諭 中  井 桃  子 国 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

7 教 諭 甲　斐 正　伸 国 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

8 教 諭 森　脇 啓　文 地 歴 公 民 □□□ □年 □月 □□□□□□

9 教 諭 石　神 知奈 地 歴 公 民 □□□ □年 □月 □□□□□□

10 教 諭 渥　美 直　久 数 学 □□□ □年 □月 □□□□□□

11 教 諭 田　中 美奈子 数 学 □□□ □年 □月 □□□□□□

12 教 諭 髙　橋 浩　章 数 学 □□□ □年 □月 □□□□□□

13 教 諭 佐  藤 達  司 数 学 □□□ □年 □月 □□□□□□

14 教 諭 古　島 亜　木 理 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

15 教 諭 川  口 嘉  丈 保 健 体 育 □□□ □年 □月 □□□□□□

16 教 諭 内　藤 浩　　正 保 健 体 育 □□□ □年 □月 □□□□□□

17 教 諭 小　斉 　健　太 保 健 体 育 □□□ □年 □月 □□□□□□

18 教 諭 窪　田 陽　輔 保 健 体 育 □□□ □年 □月 □□□□□□

19 教 諭 高　島 毅 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

20 教 諭 中  田 貴  之 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

21 教 諭 鏑　木 修 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

22 教 諭 阿　部 規　子 家 庭 □□□ □年 □月 □□□□□□

23 教 諭 深　澤 加奈子 家 庭 □□□ □年 □月 □□□□□□

24 教 諭 新　村 清　佳 家 庭 □□□ □年 □月 □□□□□□

25 教 諭 稗　田 卓　真 農業(園芸ﾃﾞｻ ﾞｲﾝ) □□□ □年 □月 □□□□□□

26 教 諭 郡　山 貴　義 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

27 教 諭 鈴　木 慎　次 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

28 教 諭 原　川 均 農業(ライフデザイン) □□□ □年 □月 □□□□□□

29 教 諭 佐　藤 明　彦 農 業 ( 食 品 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

30 教 諭 渡　邊 幸　伸 農業(園芸ﾃﾞｻ ﾞｲﾝ) □□□ □年 □月 □□□□□□

31 教 諭 相　川 淳 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

32 教 諭 岩　崎 利　章 農業(ライフデザイン) □□□ □年 □月 □□□□□□

33 教 諭 榊　原 学 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

職　　員　　調
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整理
番号

職　名 氏 名 事　務　分　担 住所
勤
年

務
数

摘　　　　要

34 教 諭 濵　口 早　苗 農業(園芸ﾃﾞｻ ﾞｲﾝ) □□□ □年 □月 □□□□□□

35 教 諭 櫻　井 正　剛 農 業 ( 食 品 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

36 教 諭 赤　池 章　助 農業(園芸ﾃﾞｻ ﾞｲﾝ) □□□ □年 □月 □□□□□□

37 教 諭 山　本 一　成 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

38 教 諭 山　本 哲　也 農 業 ( 食 品 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

39 教 諭 小　杉 健　作 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

40 教 諭 小長井 稜　介 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

41 教 諭 福　田 　純　平 農 業 ( 食 品 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

42 教 諭 長谷川 直　哉 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

43 教 諭 持  田 楽  斗 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

44 養 護 教 諭 村　下 さやか 養 護 □□□ □年 □月 □□□□□□

45 教 諭 櫻　井 康 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

46 教 諭 荻　田 厚 農業(園芸デザイン) □□□ □年 □月 □□□□□□

47 教 諭 佐　田 昌　也 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

48 教 諭 岩　本 めぐみ 農 業 ( 食 品 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

49 教 諭 大　場 智　之 農 業 ( 生 産 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

50 教 諭 石　川 恵　理 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

51
主 任
実 習 助 手

芹　澤 眞　男 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

52
主 任
実 習 助 手

土　井 裕　之 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

53 実 習 助 手 岡　本 諒 農業(ライフデザイン) □□□ □年 □月 □□□□□□

54 実 習 助 手 提　坂 知佳代 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

55 実 習 助 手 大　庭 静　也 農業(園芸デザイン) □□□ □年 □月 □□□□□□

56 実 習 助 手 鈴　木 翼 農 業 ( 動 物 科 学 ) □□□ □年 □月 □□□□□□

57 主 査 高　橋 真　理 管 財 □□□ □年 □月 □□□□□□

58 主 査 足　川 麻　美 会 計 □□□ □年 □月 □□□□□□

59 主 任 中　島 若　奈 会 計 ・ 生 徒 □□□ □年 □月 □□□□□□

60 主 任 小　泉 真希子 給 与 ・ 旅 費 □□□ □年 □月 □□□□□□

61 主 事 中　西 蓮 会 計 □□□ □年 □月 □□□□□□

62
主 任
技 能 員

和　泉 猛　嗣 用 務 □□□ □年 □月 □□□□□□

63
主 任
技 能 員

山　﨑 律　子 農 業
(生産科学・園芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ)

□□□ □年 □月 □□□□□□

平 均 年 数 □年 □月
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臨時職員・会計年度任用職員等
整理
番号

職　名 氏 名 事 務 分 担 住所
勤
年

務
数

摘　　　　要

1 教 諭 （ 任 ） 望　月 流  星 理 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

2 教 諭 （ 臨 ） 矢　﨑 浄　海 家 庭 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

3 教 諭 （ 臨 ） 河  合 真友子 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

4 教 諭 （ 臨 ） 眞  嶋 祐  太 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

5 教 諭 （ 臨 ） 大  石 竜太郎
ｼ ﾞ ｮ ﾌ ・ ﾞ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ ・
ﾃ ｨ ｰ ﾁ ｬ ｰ

□□□ □年 □月 □□□□□□

6
外 国 語
指 導 講 師

ヒューステッド ジャックリン 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

7 非常勤講師 諏　訪 智　彦 英 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

8 非常勤講師 髙　島 正　仁 理 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

9 非常勤講師 川　口 三　郎 音 楽 □□□ □年 □月 □□□□□□

10 非常勤講師 長　井 いちほ 美 術 □□□ □年 □月 □□□□□□

11 非常勤講師 政  木 和  春 国 語 □□□ □年 □月 □□□□□□

12 非常勤講師 杉  山 奈  央 書 道 □□□ □年 □月 □□□□□□

13 非常勤講師 安  藤 俊  也 数 学 □□□ □年 □月 □□□□□□

14
非 常 勤
労 務 職 員

杉　山 宗　利 用 務 □□□ □年 □月 □□□□□□

15
非 常 勤
労 務 職 員

山　本 敏 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

16
非 常 勤
労 務 職 員

佐　野 美　子 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

17
非 常 勤
労 務 職 員

大　村 秀　子 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

18
非 常 勤
労 務 職 員

水　口 あや子 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

19
非 常 勤
労 務 職 員

岡　村 謙 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

20
非 常 勤
労 務 職 員

鈴  木 秋  広 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

21
非 常 勤
労 務 職 員

三  瓶 貴  哉  用 務 □□□ □年 □月 □□□□□□

22
非 常 勤
労 務 職 員

小  林 武  治 農 業 □□□ □年 □月 □□□□□□

23
非 常 勤
嘱 託 員

関 やす江 就 学 支 援 金 □□□ □年 □月 □□□□□□

24
ｽ ｸ ｰ ﾙ
ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ

早　田 公　子 カ ウ ン セ リ ン グ □□□ □年 □月 □□□□□□

25 学 校 医 村　田 純  一 内 科 ・ 健 康 管 理 医 □□□ □年 □月 □□□□□□

26 学 校 医 宇　野 明　彦 眼 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

27 学 校 医 宇　野 比奈子 耳 鼻 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

28
学 校
歯 科 医

芹　澤 祥　宏 歯 科 □□□ □年 □月 □□□□□□

29
学 校
薬 剤 師

美　﨑 貴　洋 薬 剤 師 □□□ □年 □月 □□□□□□
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□□□□□

(令和７年４月１日現在）

年　　　　　　齢 人　　員 摘　要

 　２０歳未満 0

２０歳以上３０歳未満 7

３０歳以上４O 歳未満 12

４０歳以上５０歳未満 15

５０歳以上５６歳未満 9

５６歳以上６１歳未満 15

   ６１歳以上 5 暫定再任用職員　５人

 　　　　　計 63 平均年齢48歳

職員の年齢調

人人人
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□□□□□

１　令和５年度受診状況

 （１）未受診の理由

      産休・育休　１人

２　令和６年度在籍者の健康管理区分結果

  (1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者
　　　に対する措置状況

Ａ 0　　　人

Ｂ１ 要 治 療 0　　　人

Ｂ２ 要 経 過 観 察 0　　  人

Ｃ１ 要 治 療 0　　  人

Ｃ２ 要 経 過 観 察 0　　  人

Ｄ１ 要 治 療 18(18)  人

Ｄ２ 要 経 過 観 察 13 (13 )  人

Ｄ３ 医 療 不 要 29 (29 )  人

60 (60)  人

３ ( ３)  人

63 ( 63 )  人合　　　計

勤務をほぼ平常に行ってよ
いが症状によっては、時間
外、休日、宿日直勤務及び
長期又は遠方への出張等
勤務に制限を加える必要が
ある。

区分者計

平常の勤務でよい。

100.0%

受 診 状 況

100.0%

受　　診　　率

県平均受診率

勤務時間を短縮し、時間
外、休日、宿日直勤務及び
長期又は遠方への出張をさ
ける。また、必要に応じ勤務
場所、勤務内容の変更を行
う。

休養のため必要な期間、勤務を休止させる。

健　康　管　理　区　分

未区分者数

　 (2) 未区分の理由
　    ア　産休・育休　1人
　    イ　新規採用　2人
　    ウ  自己都合による未受診　0人
　    エ　その他
　      　（休職）　 0人

健　康　管　理

区　　　　　分

人　　数

内　　　　容

受診者数　 65 人
職 員 数    66 人
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